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ダ
地
方
裁
判
所
の
遺
産
登®

で
は
、 

富
農
が
一
一
十
四
％
に
増
加
じ
、
中
農
四
十
八
％

、

-貧
農
は
二
十
八
％
で
、
富
農 

の
割
合
が
増
大
し
て
い
る

(

第
六
表〕

o

:

い
' 

:

•

次

に

、

エ

ル

ザ

ス

の

ム

ー

ル

'、
ハ 

(

注
6 )

，
(

第
七
表)

。
こ
こ

で
は
保
有
地
三
へ
ク
タ

修
道
院
の
聖
ア
マ
リ
ン
莊
園
を
み
ょ
ぅ 

ル
以
下
の
貧
農
が
二
十
八
名
で
四 

十
一
％
、.
中

農

は

三

丨

八

へ

ク

タ

ー

ル

.
で
ニ
十
六
名
で
三
十
八
％
を
占
め
、
八 

へ
ク
タ
ー
ル
识
上
の
富
農
は
十
四
名
、

i
f

十
%

と
な
っ
て
い
る
？
.富
農
は
保
有 

総
面
積
に
お
い
て
も
五
十
％
を
占
め
そ
の
有
力
さ
を
示
し
て
い
る
が
、
.
一
方
中

第 七 表

ドV

ッ
農
民
戦
争
の
歴
史
的
意
義

(

中)

_



; 第 ナ 表

保有地 
番 号 耕地 牧草地 森林 : 計 ' :

■■ ， • 
1 身 /4 25 :抑 69V2

2 27 斬 iiも 55

3 27 職 v? ： 酬 4
''，.'.し.パ

離 6 • _ ニ 27 V4

、 5 .... 8 m 釗4

6 妒/4 的2 m u

.又:.: 則4 "- ‘雜

8 8 抓 3ん 13^4

9 6 头”2 一 10V2

10 則4 1V4 ..一:..： 4

1 1 • ~ ぃ. m 1 31/2

12 :2. 3V2

-
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一
.
.
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. 

六 

L
 十
五
は
平

. 

汁

1/
2

B

.

^

.

^

^

^

^

:

:

?

:

^
 

4

l/
2

v2
.
一
 

？

v卜
，，

.
ノ
。

f

69
. 

5 

4
27
17
15
15
18
10
4 

3
. 

3 
均
十
で
計
算)

。

l
^
N 

:
4 

.

2!
'ベ
.
■:
.

バ

.1
:

.:
-
:
'
.
.
V 
,

—

—
—

(

こ
こ
で
は
零
細 

'
 
森

^

:11
1/
2
こ

43
/

~~
一
3/
4
ー
 

一
-
-—
-

1
. 一-

土地保有がす

十

25
i

_

4v
2
:5*
5v
2

4v
2

4v
2

g

j
lv
,
，

で
に

H

牧
:'.1
1

V 

V
 
:-

-

.

-

ン
し
い
数
に
達
し

声

，
？

；
 

f

27
.
:27
:
熟

：8
ー.
93
/

4
牲

：：8
:

6
23
/

4

1

2

:

,て
、ぃ
る1

方
:：

:

-
^

_:

—

!:
2
:ベ

.

.
I

 

丨
：

' 

:
丨

丨
.
，
.;

中

農 

I

 三

地
号
 

:
■
: 

■
■
■ 

■

-■
•

.有 

' 

1

.

.
2
"
3 

4
. 

5 

6 

7
 

8
 

.

9

.
,0
0.
!
.
. 

2 

-
十
^

弱
で
.は
あ

.

保

番

一

」
.

•'
.

.

.

..

.

.

.
：

 

る

が「

保

有

面

積
に
お
い
て
は
富
農
か
並
ん
で
村
落
内
で
占
が
る
位
置
は
大
き
か
ら
た

：0,

f . 

:
:
.
.'

.

■

:

-.
 

- 

■
■ 

■

,

.

次

に

フ

ラ

ン

ケ

一

ソ

の

ニ

-
ル

ン

：
ベ

ル
^
市
東
の
へ
ル
ス
ブ
ルV
の
：シ
ュ
テ
ッ 

ト
パ
ッ
ハ
荘
園0-:ー 

五一

ー
九
年
の
も
の
を
み
ょ
ぅ

(

第
十
表
^
。
：
こ

.
こ

ゼ

は

貧

農
 

は
三
各
で
闼
％
の
土
地
し
か
持
：た.ぬ
。
中
農
は
五
名
で
一.一
十
六
％
の
土
地
を
持 

っ
て
い
る
。.富

農

は

で

七

〇

％
の
土
地
を
持
？
て.い

か

。
;.
'
:特

に

上

位

め

ー

：
ー
ノ 

名
は
四
十
五
^-
の
土
地
を
保
有
し
て
い
る
。
，な
お̂
^
だ
け
.に

つ

：
.
.
い

て

い

え
 

ば
、
最
上
位
が1

名
で
ニ
十
四
％
、"次
が
三
名
で
四
十
七
％
、
次
が
五
名
で

 
一

j 

十
六
％
、
最
後
が
ニ
名
で
三
％.の
保
有
面
積
を
も
つ
こ
と
ど
な
る
。
.し
か
も

®

 

上
位
を
除4

、

各
段
階
は
.殆

ど

.«
1
'ー
的
な
保
有
面
積
を
保
乾
し
て
い
る
。
こ
こ
：
 

そ
ば
富
農
こ
.と
に
第
11
段
階
の
そ
れ
の
有
カ
さ
が
目
立
つ
と
共
に
、
貧
農
ば
ぞ 

れ
に
対
疮
し
た
増
大
を
示1>
て
は
い
な
い
' 
ど

こ

で

は

森

林

砂

五

名

.
の

保

有

者 

し
か
な
い
が
、
牧
草
地
は
も
れ
な
く
大
体
耕
地
め
保
有
面
積
に
应
じ
て
保
有
し

.

^

ハ
 

四

八

(

四
九
ニ

)

て
い
る

0

'

.

:

'■
' 

:

:.
次
に
'中
部
ド
イ
ッ
に
移
ろ
ぅ
。

■

'ー
卧
七
四
年
ザ
ク
セゾ
の
ザ
I
レ
河
と
エ
ル 

ベ
.河
の
間
の
ク
メ
，丨.レ
シ
地
方
の
テ
イ
メ.モ
ッ
ヒ
村
で
は
村
長

(

栽
判
官)

が 

• V

フ
ー
へ
令
保
有
し
、

1

芬

.の
：一
フ
I
へ
の
，保
有
者
三
十'一
名
、

一' ガ
ル
テ
ィ 

ゾ

Q
fo
a-
:
ぼ

が
^

r
:: n

分
の
.ニ
ガ
ル
テ
ィ
ン
八
名
、
四
分
の
■一

 

ガ
ル
テ
ィ
ン 

ブ
ー
十
一
名
、

.合
計
七
十
ニ
名
で
あ
っ
た
。
同
じ
地
方
の
フ
ラ
ゥ
ン
ヴ
ァ
ル
ド
村 

。で
は
一
フ
，

へ
は#
長
.一
人
、'

一一
分
，の

一
フ
ー
へ
.は
十
八
名
、
.ゲ
ル
十
ナ
ー
十 

九
名
.で
計 
一一.
?
.八
名
で
あ
.
.っ*

0
リ
.ユ
ト
ゲ
に
よ
る.'と
、
へ
ザ
ク.'セ
.ン
■で
.は」

フ
.
 

!
へ
は
三
十
ァ
> 
ヵ
ー
俞
後
、.1

一
分
の
一
：
フ

：：1

ぺ
は
ニ
：十
ア
ッ
力
丨
前
後
、
ガ

(

注
11
>

.

.ル
テ
イ
>
は
ー
ー.

—

ニ
.
.五
：ア
ッ
ヵ
ー
で
あ
っ.た

0

:
テ

イ

メ

 

二
ッ
ヒ
.で
は
零
細
土 

地
保
有
者
は
村
落
人
口
の
五
十
五
％
、
沖
農
は
四
十
四
％
に
も
な
り
、
こ
の
一
一 

.つ
の
.層
が
村
落
'の
重
寒
な
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
•フ
ラ
ゥ
ン
ヴ
ァ
ル
ド
紂 

で
も11

分
の4

フ
ー
.へ
；の
も
の
四
十/\
'

%、
.貧
農
五
十
％
を
占
め
、

の
傾 

向
を
宏
し
：て
い
る
。
こ
と
にフ

ラ
ゥ
V
ヴ
ァ
ル
.ド
の
ゲ
ル
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
は 

「

彼
等
家
ノ
他
何
物
モ
モ'タ
ズ
、
生
，計
ヲ
他
ユ
求
メ
日
傭
及
ビ
.-打
穀
二
赴
力
ザ 

ヾ
ル.
ヲ
得
ズ」

と
あ
る
？
こ
こ
：で
は
中
農
の
小
規
模
農
民
が
萬
で
あ
る
と
共
に
、 

貧
歡
の
敎
も
増
大
し
て
：い
る
が>
.
_
化
の
傾
向
は
な
い
。'さ
ら
に
：|
-六
-1
»
:
紀 

•■
#
半

の

ザ

ー

レ

河

以

西

の

ア

：
ン

X

ル
ト
侯
領
を
み
よ
ぅ

(

第
十
一
表)

。
こ
の
 ̂

方
で
'は
完
全
畜
耕
農
をa

フ
ー
へ
と
す
る
た
め'、

単

位

は

一

般

的

，に

大

^

!

》 

富
農
は
合
計
で
•七
•三
％
で
知
り
、
大
村
落
の
方
が
は
る
か
に
多
い
'。

中

農

は'.
一 

十
-:
•
四
％
で

こ

れ
.%
大
村
落
の
方
が.多
い
0
零
細
農
は
三
十
三‘
七
％
で
小 

村
落
の
方
が
多
い’
こ
の
他
非
保
有
農
が
三
十
六..
:
六

％

も

い

る

。

従
'?
て

こ

第:十 .:Z：表 ' '

12 Anderthal- 
lohufnei'

4 3 -6 7
Acker

1 Funfvier-
telhufner

19 Ganzhufrier
2 Dreivier-

telhufner
5 Halbhufner

21 QroBgartner
50 Klein-

gartner

? ft

25-28 〃 

7 n

Oa. 20 " 

〃

1/i~1/2 11

町

村

数

農

民

数

耕地谬有農 非，

農 中 . , 零 ® ^ 僚  
0',:フ . 一 5 2 2ん lh  有.:

以 上 まで ま で ま で ま で 狀

大村落 26 1706 150 175 234 236 332 579

小村落 12 415 6 22 43 52 94 198
数 計 38 212i 166 197 277 288 426 777

ノ之 

1 大村落 100 8.8 10.3 13.7 13.8 19.5 33.9
-セ 小村落 100 1.4 5.3 10:4 12.5 22.Y 47.7

ぶ 計 100 7.3 9.8 13.1 13.6 20.1 36.6

こ
で
は
等
細
農.、
非
保
有
農
を
あ
わ
せ
る
と
七
0

%

に
ま
で
達
す
る->
1

共
に
、
中 

農
が
か
な
り
有
力
で
あ
ら.た
。
さ
ら
'に
，十
九
世
紀
の
ラI
デ
べ
ル
グ
，の
ヴ
ァ
ハ

、
主4
 

ノ

ゥ
村
で
は
次
の
ょ
ぅ
な
分
布
が
あ
ら
わ
れ
る

(

第
十
二
表)

。
リ
ユ
ト
ゲ
は
十
八 

世
紀
以
来
殆
ど
不
変
で.あ
っ
た
と
の
べ
て
い
る.か
ら
、
' 

十
六
世
紀
当
時
の
大
体 

め
傾
向
に
つ
い
て
は
推
定
で
き
ょ
ぅ
。
'
富
農
は
十
二
名.で

十

一

％

、
，
中

農

上

層
 

はr

一̂

P

で
十
八
％
、
-T

層
は
七
名
で
六
％
、
合
計
二
十
四
％
、
.貧
農
は
七
十

一
名
で
、
六
十
五
％
に
も
の
ぽ
ャ
て
い
る
。
'
こ
れ
は
テ
ン
ハ
，
ル
ト
の
例
と
殆
ど

, 

-

.

.

.

-
 

'
 

:

Ihr 

c 

T
O 

^
 

w

ガ
6

-

同

一

-
.
の

傾

向

を

も

つ 

|

 

(

農 
JV3%

33
2

94
42
6

19
.

5

組
20
.

1

で
は
推
定
計
算
で
は 

5

 

i

j
2/
3

で
23
6

52
28
8

3.
8

2.
5

3.
6

富農六百ァッ力 

於

農

2

ま

.

1

1

1

.

1

、
中
農
七
}

E

アッ
 

.
に
有

 

2
 

で
34
43
77
.7
4

:

.1

V 

. 

'落
保

農
!
-

ま
2
 

2

13
10
13

.
力

I

、
貧
農
五
十
ア

表

.？ 

I

 

中L

 

ヲ
17
5

22
19
7

10
.

3
5.
3

9.
8

.

.

ッ
ヵ
丨
と
な
り
、
富.

一■. 

.
E

 

.
JI
4
 

l

JT
o
 

6
 

6
 

8
 

4
 

3
 一.

農̂

並
び
、
中
農
の 

十
¥

hs
-r
A

ls
16
a

l.
7.

. 

J

v

r

*
 

 ̂

〃

;
二

 

( 

>

r

ソ
 

I 

, 

'
- 6
k0
. 

- 

.
-
8
.

ハ

員

-
民.：
.数

 

1

41
5

1

10
0

10
0

10
0

•表
14
3

i

„

M 

 ̂

町
村
丨
数

2 6
1 2
3 8— 

^

al
-
Le
l

'
r-
ne
Il
e

,
1
:

:

^

ザ

ド
イ
ツ
農
民
戦.
争
の
摩
史
的
意
義(

中)

，

占
め
る
地
位
は
犬
ぎ.い
。
勿
論
十
六
世
紀
当
時
に
零
細
化
、
.富
農
化
が
こ
こ

ま
 

で
進
ん̂

い
た
か
ど
う
か
はi

で
な
い
が
、
大
体
の
方
向
と
し
て
は
、
中
農 

を
：^

内

，の

有

力

な

勢

力

と

し

つ

つ

も

、

.
富
農
と
i

農
が
両
極
に
析
出
し
て 

い
た
と
い
え
よ
う
。
：
：
:7
.

:
:- 

.

,
 

:

さ
て
塚
上
で
不
十
分
：な
：が
ら
も
ス
イ
ス
、
テ
ィ
ロ
ル
か
ら
中
部
ド
イ
ツ
ま
で 

の
、
農
民
戦
争
の
舞
台
と
なっ
た
地
域
の
i

内
の
員
員
層
の̂
■

，を
み
たe 

個
々
の
地
域
の
特
殊
性
は
あ
る
に
し
て
も
、
い
ま
一

㈣

め

な

傾

向

を

考

え

て

.
み

よ
'A
c
^
o 

■ 

" 

■

,'
第

一
に
農
民
保
有
地
の
零
細‘化
の
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
著
し
い 

傾
向
と
な
ら
て
い.
.る
.i

こ
^

と
、
ま
だ
そ
れ
ま.で
に
は
到
っ.
て
.い
な
い
と
こ
ろ 

が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
、
そ
の
ょ
う
な
傾
向
が
存
在
す
る
と
•と
は
い
え
る
で
あ 

ろ
う
。
冗
来
零
細土

地

保

有

者

が

か

，
な

り

早
く
存
在
し
た
こ
と
は
十
四
世
紀
初 

頭

の

ボ

イ

ロ

ン

修

道

院

、
，
十
一
一

V

三
世
紀
の
ラ
イ
ン=：

へ
'/
セ
ン
に
つ
い
て
既 

に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
.に
一
三
〇
三
年
一
月
二
十
日
、

一
三
三
七 

年
五
月
二
十
.五
日
の
ヴ
ユ
ル
テ
ム
べ
ル
グ
の
ア
ー
デ
ル
べ
ル
グ
修
員
院
へ
め
寄 

.

. 

〃

〃

：.
//

進
財
の
中
に
ゼ
ル
デ
ン
，

(
s
e
l
d
e
n
)

と
い
う
¥-

位
が
フ
1 

a.
2

l1

-v
2

へ
と
並
び
し
る
さ
れ
て̂
^

 

s

i

に
は
S

及
び 

I
^
L
^
i
f
菜
園
と
い
う.但
書
が
あ
る
。
こ
の
ょ
う
な
区
別
は
他
に
も

 ̂

tn
.
le
.

例
え
ば
一
三七
八
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
の
ラ
ン
ゲ
ネ
リ
ン
ゲ 

-■

•

J

al
-
:
t

l

bh
.
Bg
-

em
-

%

'

.ン
村
、

一
四
〇
〇
年
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
：の
•ハ
イ
デ
ン
ハ
イ
ム 

H

Gr
.
. 
K
 

村
.'
'

十

.五

世

紀

の
チ
,
ユ
.
；リ
.

ヒ
.

の
.
ラ
ゥ.
.ヘ
ン
村
、-
一.
四
七
. 

5
 

2
 

5

,

三
年
の
チ
ユー
リ
ヒ
の
ヴ
ィ.
1
ゼ
ン
ダ
ン
ゲ'
ン
村
、
十
五

\

•
'

:
 

.

四
九
，(

四
九
三
'

)



..... :_!'r .&..ュ■ニ.〜:

.世
紀
の
シH.

ヴ
r
I

ベ
ン
の
ト
ロ
フ
ィ
テ
ル
フ
イ
ン
ゲ
ン
村
の.そ
れ
ぞ
れ
の
判'
.

告
書
に
は 3

ffi2dner, 

s

OIl
d
n
e
r
v
.
s
c
h
u
p
p
o
s
e
r

 
等
の
言
葉
が H

u
e
b
n
e
r
,、

: 

' 

, 

ン(

§

:

[ 

' 

■

.

.

.

 

G
e
p
u
x
e
n
,

 H
u
b
e
x

等
と
並
ん
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他

Teilgiiter,

<注
17)

-

K

ptt
h
n
e
r
,

 K
o
t
t
e
r
,

 

G
e
r
t
n
e
r
,

 

K
o
s
s
S
t
e
n

 

等
が
あ
る
。
さ
て
こ
の
よ

う
な
零
細
土
地
保
有
者
は
グ
ル-v
ト
.へ
ル
'の
直
®

解

体

に

際

し

既

に

.み

ら

れ 

る
。
例
ぇ
ば
べ
ル
シ
の
ロ
ッ
ク.ヴ
.ァ
イ
ル
村
の
：

一:

三
四
九
丨
五
六
年
の
判
告 

書
に
よ
れ
ば
、
.
荒
廃
し
た
直
料
龜
を
七
士

 
一M

c
o
p
o
s
s
e
n

 
.に
わ
け
五
名
の 

K
n
e
c
h
t

に

貸

し

出

し

て

い

る

し

、
，
ァ

ー

ル

.ガ

ゥ

で

は

，
一

三

四

七

年

の

判

告

書

, 

(

注1 8〕

で

面s
c
o
p
o
s
s
e
n
.

の
土
地
が
十
二
名
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
零 

細
土
地
保
有
者
に
つ
い
て
は
べ
ル
ゾ.の
例
に
&

<1
>

&
C+
と
t

と
こ
ろ

か

ら
 

そ
の
身
分
が
：
一
段
と
低
い
農
奴
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上 

は
不
明
で
あ
石
。
 

，

令
.て
こ
の
i

rh
wi
双
^

^
は
ボ
イ
ロ
ン
の
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、
村
落
内 

で
さ
し
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
な
かった
。
こ
れ
が
中
せ
罾
^
に
何
故
増 

大
し
、
.
.目
立
っ
た
存
在
と
な
る
の
か
。

 

ン

第」

の
契
機
は
生
産
の
集
約
化
が
こ
れ
ら
の
地
方
の
特
微
で
あ
：っ
た
こ
と
に 

あ
る
。
ル
規
模
の
農
民
的
土
地
保
有
の
成
立
に
伴
う
員
員
の
生
産
に
お
け
る
相 

対
的
_
立
性
は
抜
術
の
発
展
を
も
促
し
た
し
、
さ
ら
.に
葡
萄
、
そ
の
他
の
商
品 

作
物
の
普
及
は
、
経
営
の
集
約
化
を
も
た
ら
し
た
。
■ま
た
東
部
に
比
し
て
相
封 

的
に
土
地
が
少
な
く
、
よ
り
肥
跃
な
土
地
が
多
い
と
い
う
目
^
条
件
も
^
約
化 

を
促
進
し
た
に
違
い
こ
う
し
た

I

化
は
経
営
の
小
規
模
化
を
可
能
な 

ら
し
め
る
が
、
そ
れ
を
現
実
化
す
る
要
因
は
他
に
：あ
る
。

.:

■

，第
一E

農
民
め
自
立
性
の
増
加
に
ょ
る
家
族
成
員
の
自
立
化
が

分
！
®

続
制

度
の
広
範
な
普
及
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
あ
：る
。
し
か
も
ペ
ス
ト
に
よ

る
人
口
の
減
少
が
農
村
で
は̂

^
ょ
り
少
な
く
、
十
五
世
紀
級
後
半
に
は
再
び

増
大
'の
傾
向
を
示
し
て
い
た
め
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
人
口
増
大
の
圧
力
の
下
で

分
割
相
続
が
行
わ
れ
れ
ば
零
細
化
の
傾
向
は
促
進
さ
れ
る
に
違
い
し
か

も
富
農
'は
経
畫
摸
が
大
き
く
家
族
労
働
力
の
充
用
の
可
能
性
は
大
き
く
、
都

、
会
等
へ
兄
弟
が
出
て
行
く
に
し
て
も
共
同
相
続
者
へ
の
示
談
金
を
払
い
得
る
し
、

た
と
い
分
割
し
た
場
合
も
、
な
お
経
営
拡
大
の
余
地
も
あ
り
、
そ
の
影
響
は
余

り
蒙
ら
，な
い
の
に
搿
し
、
中
農
の
小
規
模
農
民
は
分
割
相
続
に
ょ
っ
て
経
営
を

.零
細
化
し
て
行
く
可
能
性
は
経
営
の
集
約
化
に
伴
い
、
大
き
く
な
る
。

一
例
を

あ
げ
る
と
テ
ィ
ロ
ル
の
レ
ヒ
溪
谷
の
フ
ァ'/
フ
ラ
ー
せ
で
は
一
三
六
〇
年
に
不

分
割
の
保
有
地
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
四
ニ
三
年
に
ニ
個
に
、

一
五
八
三
年
に

は
八
個
に
、
'一
六
ニ
九
年
に
は
十
五
個
に
分
割
さ
れ
た
。
同
じ
テ
ィ
ロ
ル
の
村

名
不
明
の
一
保
有
地
も
一
一
一
八
八
年
に
不
分
領
で
あ
っ
た
が
一
四
ニ
七
年
に
は

ニ
個
に
、

一
五
八
三
年
に
は
八
個
に
、

1

六
ニ
九
年
に
は
十
三
個
に
分
割
さ
れ

て
1
1
5
OV

こ
の
制
度
•の
影
響
に
つ
い
て
はラ
ゥ
イ
ン
ゲ
ン
の
ハ
ゥ
ン
ス
ハ
イ
ム

i

o

村
の
例
で
ょ
り
は
っ
き
り
す
る

(

第
十
三
：表)

。
こ
こ
で
.は
単
子
相
i

度
が
存 

続
し
た
ら
し
い
。
少
な
く
と
も
終
身
限
り
の
保
有
権
に
つ
.い
て
は
こ
れ
が
十
八 

世
紀
ま
.で
は
っ
き

り

し

てい
る
が
、
十

六

•
七
世
紀
に
は
他
の
保
有
権
の
も
の 

も
そ
ぅ
で
あ
っ
た
.こ
と
.は
推
測
で
き

ょ

ぅ
.0
こ
れ
に
ょ
れ
ば
最
上
位
一
一
名
、
中 

間
層
の
上
位
五
名
、
下
位
七
名
も
耕
地
面
積
が
殆
ど
一
致
し
て
い
る
。
し
か
も 

こ
の
村
に
はs
o:l

d
n
e
r

が
五
十
名
近
く
も
い
た
と
い
ぅ
こ
と
だ
か
ら
、
相
続

※のものは同 人

' * 4̂
m

：..- .--

十 ■=： 表

Hof . 
No； 耕地 牧草地 森杯 計

1 65 20 25 110
2 63 21 ‘25 110
3 66 11 20 87

m 33. 14 18 65
6 . 35 ： 18 2 60
6 37 9 4 51
7 40 3 1 44
8 37 9 5 51
9 37 12 2 51

Lehen
No.

■— .•'

1 靖 2 21/2 一 21
※公 23 3 7 33

3 23V2 爲 8 41
4 20 7 31/2 30"2
6 23 7 6 35

ド
イ
ツ
農
民
戦#-
の
歴
史
的
意
義(

中)
-

者
以
外
の
も
の
が
こ
の
中
に
か
な
り
い
た
こ
と
を
物
語
マ
て
い
るAJ

思
え
.る
。

. 

ま
た
先
に
あ
げ
た
フ
ラ
ン.ケ
ン
の
例
が
非
常
に'類
傾
し
.て

お

り

；
、

あ

そ

こ

で

も

.
V
 

単
子
相
i

度
が
存
続
し
て
い
た.こ

と

を

推

測

せ

し

め

る

。

ゴ

ル
：：

ッ

は

小

土

地 

所
有
者
に
均
分
制
が
与
え
る
影
響
を1

「

員
^
的
土
地
所
有
の
均
分
制.の
際
：に
は 

個
々
.の

相

続

者

に

帰

す

る

，土

地

は

I

家
の
栄
養
に
は
不
十
分
な
程
小
さ

V

な
り
•
 

勝
ち
で
あ
つ
た」

と
の
.バ
て
い
：る
0

-'
,

,

さ
て
第
三
の
モ
メ
ン
.ト
は
封
建
的
な
負
担
が
小
規
模
農
民
の
生
活
を
よ
り
不 

安
定
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
第
一

1

節
で
の
、、へ
た
よ
ダ
に
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
グ
の 

.

ラ
ン
デ
ス
べ
ル
が̂

作
の
年
に
中
位
の
：農
民
に
は
穀
物
を
貸
し
出
す
計
.画

を

た
.
 

て
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
彼
等
の
不
安
定
性
を
示
すも
-の
で
あ
ろ
ぅ
。
：
し

か

も

こ. 

の
不
安
定
性
は
封
建
的
負
担
の
重
圧
に
よ
.？
て
よ
り
一
層
深
刻
と
な.つ
た
こ
と 

は
、
農
民
の
借
金
の
原
因
に
賃
祖
の
未
払
、
凶
作
、
罰
金
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い

.

.る
こ
と
.か
ら
も
十
分
判
断.で
き
よ
ぅ
。
かV

L
て
高
利
貸(

都
市
の
市
民
、
領 

主
、
當
農)

ベ
借
金
の
担
保
に
土
地
の
一
部
も
し
く
は
全
部
が
流
れ
、
経
営
が

I 

i 

. 

I)

零
細
化
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

第
四
に
商
品
生*
の
発
展
が
モ
メ
，ン
ト
に
な
る
。

一

兀
来
小
生
産
者
は
自
足
的 

経
済
を
営
み
、
余
剰
を
商
品
市
場
へ
も
た
ら
す
た
'め
そ
の
影
響
は
直
接
的
に
こ 

の
段
階
で
.ど
の
程
度
あ
っ
た
か
は
確
実
で
な
い
が
、
都
®

入
■の
不
芷
取
引
を 

非
難
す
る
声
は
あ
が-?
て
お
Ds
2 6

、l
商
人
、
投
機
響
等
の
搾
取
、
中
世
末
期
の
農 

産
物
f

の
低
落
等
は
封
建
的
負
担
の
：激
化
と
：結
び
つ
：い
て
小
生
産
者
の
不
安 

定
挫
は
深
刻
化
し
た
で
あ
ろ
ぅ
。
さ
ら
に
農
村
工
業
等
の
副
業
の
機
会
の
あ
る 

場
所
、':
葡
萄
、大
青
等
の
作

f

め
栽
培
地
.域
で
は
、
生
計
維
持
が
零
細
土
地
保
有 

で
も
.可
能
な
だ
め
上
述
の.モ
メ
'ン
ト
で
没
落
し
か
け
た
も
の
も
土
地
か
ら
決
定 

的
に
：分
離
す
る
に
到b•
な
い
し
、
土
地
を
全
然
持
.た
ぬ
小
屋
住
も
副
業
を
主
業 

と
し
つ
つ
土
地
獲
得
に
熱
中
す
る
。

「

土
地
保
有
の
権
利
の
な
い
農
村
手
エ
馨 

は
土
地
獲
得
を
目
指
し
た
。
若
し
そ
れ
が
成
功
す
れ
ば
共
同
体
成
員
に
な
る
栄 

誉
は
.勿
論
、
共
有
地
利
用
に
も%
す
か
れ
る
。
-
多
く
の
農
村
手
工
馨
は
自
已 

の
家
と
小
片
の
土
地
し
か
持
た
ぬ
い
わ
ゆ
る
小
屋
住
農
で
あ
り
限
ら
れ
て
は
い 

て
も
共
有
地
の
利
用
に
参
加
出
来
る
。

■

そ
の
小
規
模
の
濃
業
経
営
は
彼
等
の
生 

計
を
確
実
に
す
る
し
、
か
く
し
：て
こ
の
種
の
土
地
獲
得
•に
よ
り
零
細
化
は
促
進

さ
れ
たJ

と
テ
ィ
ロ
ル
に
つ
き
ヴ
ォ
フ
ナ

ー

は
い
っ
て
い
る
し
、
リ
ュ
ト
ゲ
も

•

: 

,
''(

注
28)

中
部
ド
ィ
ッ
に
巧
身
こ

「

の
こ
と
を
指
摘1:
て
い
る
。
：

.さ
て
以
上
の
0:
:
:<
5
な
諸
要
因
に
よ
り
中
農
の
小
生
産
者
を
犠
牲
に
し
て
、，
徐 

々
に
零
細
化
の
傾
向
は
強
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
貧
員
®
の
増
加
が
い
ち
じ
る
し

.'
五 
ニ 

S
 九 

5
.



,

. 

:

:

.

;

:

.

五
.ニ 

S
 九
六)

、

.

.

.

.

.
 

- 

■

'■
■
■
■
■
■ 

■ 

. 
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■
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■ 

■ 

- 

:
■

U
場

所

で

ば

元

来

：
の

ゼ

：
ル
：
ド

ナ

ー

ゆ

呼

称

は

か

き

消

え

た

。

農

村

を

金

く

も

キ

 ̂

そ
の
上
剰
余
の
殼
物
は
沛
場
へ
売
り
ハ
農
村
エ
業
に
よ
る
副
業
、 

ぬ
小
屋
住
と
^
細
s

m
o'
区
^

あ
”い
ま
い
ど
な
つ—

ず
そ
し
.て
彼
等
の
'-
'f V

'.
■
換
金
作
物
の
栽
培
等
に
よ
り
、
小
商
品

生
®
?

と
し
て
成
長
の
志
向
を
持
つ
て

.
い
た
。：
し
；か
し
他
方
小
生
産
者
と
'
し
て
の
不
安
定
件
ぼ
ま
え
.に
の
ベ
た
封
建
的

部
は
當
農
の
又
小
作
人

U
n
t
e
r
m
i
e
t
e
r

と
'し
て
現
わ
れ
る
も
の-%
あ
つ
た
..
 

し
、
富
農
の
経
営
や
ま
だ
残
存
し
直
営
地
で
日
傭
と
な
っ
'た
り
.、
.
'農
村
手
工
.
 

業
で
生
計
を
維
持
し
た
ぶ
、
さ
ら
に
出
稼.に
ま
で
出
か
け
た
ル
例
え
ば
；
ル

フ.

.ル

.ト
に
は
十
六
佌
紀
に?:
フ
ゾ
^
ン
：.か
ら
太
*:
の
^

f

_

が

窗

入

し

主

パ
 

M

葡
萄
、
大
青
等
の
商
品
生
塵
に
従
事
し
て■い
る
。
.
彼
等
は
大
部
分
農
村
出 

身
で
あ
づ
.た
。
ま
.た
テ
ィ
ロ
.ル
.で
も
冬
に
な
る
と
小
女
が
モ.ン
タ
.フ
..^-
丨
撲
#

か
ら
ス
イ
ス
め
農
村
工
業
に
出
稼
に
出
て
.い
る
し
、
、パ
イ
エ
ル
ン
で
％
 

一
©
九

.

.

.

 

.

,. 

-

•

.

 

-

 -

 -

 -

 
'

 ■

 
■

 
-

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

七
年
の
_

の
苦
情
の
中
に
日
傭
が
夏

H

叱
ザ
ス
へ
出
稼
に
行
く
こ
と
が
の
べ

(

注
33)

ら
れ
て
い
る
。.
i
た
.

>
j

れ
ら
貧
農
層
か
ち
諸
侯‘の
軍
隊
へ
'出

て

行

く

も

の

、
.
.
乞 

.食

の

類

に

成

下

る

も

の

，
、

.

.鉱
山
.や
都
市
へ
移
住
す
る
も
の
が
最
も
多
か
っ
た
：の
.

i

v
 

'

も
当
然
で
あ
ろ
ぅ？

：

.
; 

•■
. 

ノ

: 

さ
_て
以
上
に
み
た
保
有
の
零
細
化
の
傾
財
に
.も
拘
ら
ず
、'.
村

落

内

に

お

.
い

て 

に
あ
た
る
.小
規
模
農
民
が.か
な
り
あ
マ
た
こ
と
は
规
に
み
た
通̂:
.で
あ
._
 

る
。
こ
の
小
規
模
農
民
こ
そ
社
後
世
シ

ス
：，

モ
ン
デ
ィ
が
；

「

そ
の
子
供
達
と
共
に. 

金
労
働
を
自
分
の
小
さ
な
相
続
地
で
果
す
農
民
、
小
作
料
を
上
長
の
何
人
に
も 

支
払
は
ず
、：ま
た
賃
金
を
下
級
の
何
人
に
.も
支
私
は
な
い
農
民
、
そ
：の
生
産
を
自 

ら
の
消
費
の
必
要
に
従
つ.て
行
ふ
農
民
、
自
分
の
穀
物
を
食
べ
、
自
分
の
葡
萄
酒
メ
 

を
飲
み
、
自
分
9
栽
培
し
た
麻
と
自
分.の
と
り
上
げ
た
羊
毛
と
を
着
る
農
民
、
彼 

等
は
市
場
^

^
に
少
し
も
煩
は
さ
れ
な

2
!
'
.

と

，そ

の

幸

福

を

讚

美

し

た

と

こ

ろ

.
 

の
独
立
農
民
の
祖
先
で
あ？
た。

#

罾
は
一
方
で
小
生
産
者
と
し
てi

的
^

負
担
の
重
圧
、
均
分
相
続
制
、
商
品
生
産
等
に
よ
っ
て
現
実
化
し
て
行
か
ざ
る 

:を
得
な
い
:0
そ
の
た
め
こ
'の
膚
は
零
細
農
へ
の
転
落
の
可
能
性
を
も
っ
て
い
た 

;
©
F

あ
り
、
：
特
に
卦
建
的
重
圧
は
そ
れ
を
一
層
現
実
的
な
も
の
と
し
た
か
ら
、 

彼
等
は
激
し
く
封
建
反
動
に
対
し
自3
の
生
活
を
防
衛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ 

た
。
.と
同
時
に
.こ
.の

層

か

ら

富

農

：：
へ

‘成
.長
す
る
道
も
あ
っ'た
こ
と
は
、
ヴ
う
ル
，
 

テ
ム
べ
ル
：

V

の
ホ
ー
へ
ン
ベ
ル
グ
伯
領
で
や
や
富
裕
な
百
一
丨
三
莨
ポ
.ン
ド
の 

%:
の
：が
富
農
の
中
でk
最
大
の
勢
力
を
，.占
め
'て

い

.た

と

と

に

よ

り

推

定

さ

れ
 

.
る 

0

..:
,
. ■

'

.

ン 

'

'

.

•

. 

.. 

»

最
後
ぬ
富
農
に
つ
い.て
の
ベ
よ
ぅ
。
彼
等
は
数
は
少
数
で
は
あ
る
が
、
保
有 

面
積
は
村
落
内
の
か
な
り
の
部
分
を
占
：め
経
済
的
■に
最
も
有
力
で
あ
っ
た
。
我 

々
.は

既

に

十

一

一
.
三
世
紀
の
ラ
イ
ン"
.へ
.ッ
セ
ン
、
十
四
世
紀
の
ボ
イ
口
ン
や 

ス
イ
ス
に
つ
い
て
小
規
模
農
民
と
共
に̂
農

の

存

ヰ

を

み

夂

。

こ

の

直

-#
地

の 

解
体
、
農
民
的
土
地
保
有
の
成
立
の
.時
期
に
存
在
し
た
富
農
の
由
来
に
つ
い
て 

は
不
明
で
あ
る
が' 
た
だ
グ
ル
ン
ト
へ
ル
の
マ
イ
ヤI 

の
持
分
地
が 

標
準
規
模
よ
り
一.段
と
大
き
い
こ
と
が
わ
か.る
。
例
え
ば
ボ
イ
ロ
ン
.の
例
で
は 

最
上
位
四
名
の
ぅ
ち
一

一

名
.ま
で
は
そ
の
眹
有
地
にg
2.
<D
H

0
c+
.の

名

称

が

つ

(
注36〕

.

い
て
い
る
し
、
テ
ィ
ロ
ル
で
も
一
一
フ
ー
へ
が
マ
イ
ヤ
ー
持
分
地
の
大
き
さ
で
あ 

(

注
37〕

っ
た

。
ま
た
そ
.の
他
の
土
地
獲
得
の
カ
法
と
し
て
は
、
開
||

ハ
共
有
地
そ
の® 

<注38
5

が
あ
っ
た
。
こ
の
開
墾
地
は
こ
と
に
耕
地
強
制
の
外
に
あ
っ
た
た
め
囲
い
込
み

M
i
n
f
a
n
g

 

や
集
積
が
-
!

 ̂で
あ
っ
た
の
で 

ee*
ss
l
e
c
h
t
i
g
e
. 

od. w
a
l
z
e
n
d
e

 

G
i
i
t
e
r
「

踊
る
土
地」

の
名
称
は
こ
の
よ
う
な
土
地
に
ま
ず
つ‘け
ら
れ
た
。
さ 

ら
に
中
世
後
期
残
存
し
た
直
営
地
が
折
半
小
作
、
定
期
小
作
で
貸
し
出
さ
れ
た

.
 

時
に
か
な
り
大
き
な
土
地
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

.即
ち
一
四
'七
五
年
の
ヴ
ァ 

ィ
ン
ス
べ
ル
グ
の
，領
主
直
営
地
は
四
名
の
小
作
人
に
平
均
五
十
八
モ
ル
ゲ
ン
で 

貸
し
出
さ
れ
て
い
な
。
ま
た
エ
ル
フ
ル
ト
近
辺
の
マ
ィ
ン
ッ
大
®

の
直
営
地 

で
も
そ
の一

部
を
小
作
に
十
：六
世
紀
初
頭
に
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て 

い
ち
早
く
土
地
を
集
積
し
た
彼
等
は
商
品
生
産
者
と
し
て
も
他
に
先
ん
じ
て
活

：： 

動
出
来
た
の
で
あ
り
、
家
族
労
働
力
を
主
と
し
つ
つ
も
貧
農
を
日
傭
で
や
と
う 

こ
と
も
㈦
ま
た
し
、
農
村
工
業
の
盛
ん
な
所
で
は
"
自
ら
作
業
場
を
経
営
す
る 

も
の
す
ら
あ
ら
わ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
.の
よ
う
な
富
の
蓄
積
を
土
地
の
員
双
り 

Z
u
s
a
m
m
e
n
k
a
u
f

に
用
い
た
り
、
農
村
工
業
.で
の
前
貸
人
や
賈
占
人
と
な 

る
の
も
当
然
の’結
果
で
あ
匁
だ
。
勿
論
古
く
か
ら
の
富
農
に
加
え
中
農
か
ら
上 

得
す
る
も
の
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
確
証
で
き
な
い
。

-.
こ
れ
ら
の
富
農 

は
さ
ら
に
十
六
世
結
以
降.

U
n
t
e
r
m
i
e
t
,

 T
v
e
i
t
e
H
y
e
r
p
a
c
h
t
u
n
g

又
小
作

. 

(

注
43
>

を
行
い
、
小
屋
住
に
対
し
地
主
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
も
出
て
き
た
。
こ
の 

よ
う
な
富
農
は
経
済
的
に
は
勿
論̂

^g

に
も
i

w
で
最
高
の
地
位
にあ
っ 

た
の
で
あ
っ
て
金
貸
を
も
行.い

w
&>
§
^
J
ô:
B.
^B

a
u
e
m
l
i
e
r
r
,

 w
i
r
t

n> 

等
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
。
し
か
し
彼
等
も
ま
た
封
建
的
制
限
を
厳
し
ぐ
受
け 

'た
の
で
あ
つ
て.、
義

は

後

に
^
ず
る
が
、
例
ぇ
ば
自
曲
賃
租
地
が
仳
襲
賃
祖
一
ぐ 

地
に
さ
げ
ら
れ
た
り
、折̂6

作
、
短
期
の
定
期
小
作
化
等
.に
そ
の
麗
は
あ
ら 

.わ
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
保
暮
変
更
税.や

ラ

ン

：
デ

ス
.へ
：ル
：の
要
求
す
る
親
金
、：

.

ド
'

^

ッ
農
民
戦
争
の
歷.史
的
意
義(

中
>

-'
..

夫
役
共
有
地
へ.の
攻
撃
等
も
重
荷
と
な
っ
た
に
違
い
か
い
。
だ
か
ら
生
活
を
脅 

か
.さ
れ
立
，上
る
中
農
と
共
に
、
.
こ
れ
ら
封
建
的
制
限
の
辕
和
も
し
く
は
廃
止
を 

封
建
支
配
者
に
対
し
要
求
す
る
必
然
性
は
あ
っ
た
。

，

最
後
に
こ
れ
ら.
.の
農
民
.層
の
分
解
と
の
関
連
で
共
同
体
に
つ
い
て
考
え
て
み 

た
い
。
農
民
㈣
土
地
保
#

の
成
立
を
契
機
と
す
る
共
同
体
の
或
る
程
度
の
自
洽 

に
づ
い
て
は
第
一
節
で
既
に
の'、へ
た
。
村
落
集
会
本
来
の
村
落
裁
判

(
盗
難
、

.傷
害
、
土
地
譲.渡
、度
量
衡
等
の.重
要
な
事
柄
を
除
き
村
落
内
の
問
題
を
扱
う

)
、 

村
長
、
役
員
の
達
出
等
が
そ
の
主
な
内
容
で
あ
る
が
、
.場
合
に
よ
っ
て
は
裁
判 

領
主
の
.下
級
裁
判
.

(

こ
れ
も
村
落
裁
判
と
よ
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る

)

の
参
蒞
員 

.等
を
自
選
す
る
こ̂

ま
で
出
来
た
た
め
、
そ
の
自
治
の
範
囲
も
か
な
り
広
か
っ
 

^

こ
と
ぬ
_
、3£
の
下
^'
栽
判
が
村
落
内
で
行
わ
れ
な
，い
.場
合
は
土
地
譲
渡
等 

を
本
来
の
村
落
裁
判
に
持
ち
出
す
例
さ
え
み
ら
れ
た
。
，し
か
し
一
般
的
に
こ
の

.
 

自
治
を
涂
り
過
大
に
評
価
し
て
は
な
ら̂
4̂
。
こ
の
下
級
裁
判
こ
そ
、
共
同
体 

へ
.の
領
主
：の
支
配
を
強
め
る
手
段
だ
っ
た
し
、
こ
と
に
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
へ
の
権 

カ
.の
集
中
、，：領
邦
国
家
体
制
め
発
展
に
伴
い
こ
の
共
同
体
の
自
治
は
著
し
く
制 

限

さ

れ

る

：
に

到

っ

た

。

共

胃

^

の

^
員
の
八
ム_
は
任
命
に
お
き
か
え
ら
れ
、集 

会
毛
徐
々
に
禁
止
さ
れ
るよ
う
.に
な
f

e
。
し
が
も
利
益
代
表
と
し
て
の
村
長 

.
(
H
e
i
m
b

css
r
g
e
,

 

D
o
r
f
m
e
i
s
t
e
r
；

等
の
言
葉
に
は
.そ
の
性
格
が
あ
ら
わ
さ
れ 

.

て
い
.る)

'や
役
員
に
代
り
、
君
主
の
忠
誠
な
る
臣
党3
&名
0
1
:§0̂

§

0
3
1
1
:

 

た
る
村
長
s
o/
h
E
t
k
e
i
a
, 

s
c
h
t
e
r

や
参
審
員sc

h

o:s
e
7
1

•が
前
面
に
出
て

-
:
-■
>:-(

注
50)

. 

.

.

来
だ
。
：>-
:」

れ

ら

の

，
名

称

は

地

方

で

異

な

る

。

.
西
南
ド
ィ
ッ
で
.は
か
な
り
早
く
か

;

.人
注
51)

-
. 

:
 

■

.ら

ど

の

：
変

化

は

超

っ

ズ

い

る

ど

.
い

う

c，

こ
れ
ら
の
領
主
の
村
役
人
に
任
命
さ
れ 

■

，
五

三
6
四
：九
七)

•



る
も
の
は
殆
ど
富
農
で
あ
、？
た
こ
と
は
次
の
例
で
.明
ら
か
で
あ
る
.？
.即
ち
ヴ
ユ 

.ル
：.テ
5
べ
ル
ダ
の
ホー

へ
.ン
.ベ

ル

グ

伯

領

の

例

を

み

る

と

ア

ル

，
ト
ハ
'
<

ン

村

で 

は
三
十
ポ
ン
ド(

資
産
額
村
落
中.十
八
位)

、
セ
ナ
ル
ン
村
百
ポ
ン
ド

(

最
上
位)

、 

ハ
ル
フ
ィ
.ン
：ゲ
ン
村
百
六
十
ポ'/
ド
ハ
第
ー
一
位

)

、
グ
リ
ン
ゲ
ン」

村
百
五
ポ
ン
ド 

(

第
三
位)

、
ア
ル
ガ
ッ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
村
で
は.百
六
十
ポ
ン
ド(

最
上
位)

、
ウ
ィ 

ッ
テ
ィ
ン
ザ
ン
村
で
は
八
十
ポ
ン
ド

(

第
四
位)

の
者
が
い
ず
れ
も
シ
ユ
ル
ト 

ハ
イ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
領
主
は
共
同
体
ベ
の
規
制
を
確
実
に
す
る
た 

め
こ
れ
ら
の
役
人
に
或
る
種.の

屋

を

与

え

た
:6
中
部
，ド
イ
ツ
で
は
免
租
、
世.
 

■
酒
類
小
売
権
、
：醸
造
権
、，
自
由
放
牧
権
、
夫
役
免
除
で

(

I
06
2)

、

テ

ィ

ロ

'
ル

で 

は
共
有
地
利
用
のi

が
そ
れ
で
^

！

)

。
1

:

さ
て
共
同
体
は
農
民
の
相
対
的
自
立
粗
の
増
大
と
共
に
、
当
然
私
法
的
性
格 

を
龅
め
共
同
体
の
物
質
的
基
礎
た
る
共
有
地
、共
有
林
に
対
す
る
権
利
に
も
こ
の 

傾
向
が
入
り
こ
む
。
既
に
ボ
イ
ロ
ン
に
お
い
て
十
四
世
紀
に
、
共
有
地
へ
.の
権
利 

.が
耕
地
の
保
有
規
模
に
疮
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
零
細
農
民
の
増
大
と
共
に 

土

地

を

多

く

所

有

す

る

も

の

：
が

、
播

利

も

そ

れ

，だ

け

持

つ

と

い

ぅ

原

則

が

は

っ

き

I

)

り
し
た
。Na

c
h
b
a
r
s
c
h
a
f
t

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
狭
義
の
共
同
体
は
農
地
を
保 

有
す
る
も
の
.の
み
で
構
成
さ
れ
、共
有
地
べ
の
権
利
も
同
様
の
制
眼
を
ぅ
；
^

？
) 

但
し
共
有
林
や
放
牧
場
に
つ
い
て
は
共
同
^

^
員

外

の

.
小

屋

住

も

そ

の

利

用

権
 

を
も
っ
.て
い
た
。
そ
の
代
り
権
利
金
と
し
て1

^

0

1を
.支
払
わ
，ね
ば
な.
 

ら
な
か
ら
た
。
更
に
共
同
体
#
®
に
も
加
入
金
を
茺
払
え
ば
出
席
の
権
利
を
得 

る
こ
と
も
出
来
た'0
こ
こ
に
広

^

の

共

同

体

e
r
w
e
i
t
e
r
t
e

 D
o
r
f
g
e
m
e
i
l
l
d
e

,
(

注
58)

が
成
立
.す
る
。
，な
お
中
部
ド
イ
ッ
で
は
狭
義
の
共
同
体
に
は
古
く
か
ら
の
製
粉

.

.五

四
A
四
九
八)

響

、：
锻
冶
屋
、
車
匠
等
の
手
工
馨
が
属
し
て
.い
た
が
、
.麻
織H

、

靴
屋
、 

仕
立
屋
等
は
、
そ
-0
共
同
体
に
は
本
来
属
さ
な
かM
/J
o'
-
/こ
れ
ら
の
手
エ_
 

の
村
胃
の
地
位
に
.つ
い
て
ば
ホ
ー
へ
ン
べ
ル
ダ
伯
領
で
は
場
所
に
よ
っ
て
異 

な
る
が
総
じ
て
中
層
か
ら
上
層
に
分
布
し
て
い
る
か
ら
、
か
な
り
よ
か
っ
た
と 

い
え
よ
う
。

例
え
ば
鍛
冶
屋
に
つ
い
て
は
、

ニ
十
五
、

三
十
ニ
、

三
十
六
ポ 

ン
ド
に
百
、
三
百
ニ
十
ポ
ン
ド
等
の
数
宇
が
あ
が
っ
.て
い
る
。
大
工
は
六
十
、 

九
十
、
百
ポ
ン
ド
、
仕
立
屋
は
ニ
十
二、. ニ
十
四
、
四
十
、
百
、
百
二
十
ポ
ソ 

ド
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
挺
粉
響
に
つ
い
て
も
二
十
、
こ

.十
九
、
.四
十
、 

九
十
、
'百
五
十
、
' 

1
.
1

百
2:
十
ポ
ン
ド
等
々
で
あ̂

な
お
そ
の
驚
具
師
、
宿 

.屋
、
小
売
商
人
、
ビI
ル

醸

造

擊

、
漁
夫
、
理
髪
師
、
役

僧

も

村

萬

にl>
f

^

:

さ
て
玫
上
に
み
た
.よ
う
に
中
世
末
期
の
西
南
ド
ィ
ッ
か
ら
中
部
ド
ィ
ッ
へ
か 

け
：て
.の
村
落
共
同
体
は
農
民
層
の
分
解
が
進
む
に
つ
れ
て
、
共
同
体
そ
の
も
の 

も
分
解
の
芽
を
出
し
始
め
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
方
向
が
決
定
的
に
進
ま
な
か 

、っ
た
の
は
第
.--*
.
に
封
建
的
土
地
所
有
の
未
解
体
の
た
め
で
あ
る
。
こ
と
に
封
建 

反
動
に
際
し
抓
え
ら
れ
た
共
幕
へ
の
攻
撃
、
共
同
体
規
制
は
完
全
な
分
解
を 

阻
止
し
た
。
共
同
体
分
解
の
主
体
：と
な
り
得
る
の
は
富
農
で
あ
る
が
、
こ
の
よ 

う
な
封
建
的
制
限
を
排m
し

な

，
い

限

り

、

分

解

の

方

向

は

^M

で
き
な
.い
。
第 

ニ
に
、
村
落
内
に
は
ま
だ
か
な
り
の
中
農
が
存
在
し
、
さ
ら
に
貧
農
が
多

1
任
在 

し
た
と
い
y
連
実
で
あ
る
。
中
農

=

小
規
模
農
民
.に
と
っ
て
は
こ
と
に
共
同
体 

は

自

已

の

再

生

産

に

不

可

欠

の

も

の

で

.あ

っ
允
し
、
貧
農
や
小
.屋
住
は
そ
れ
が 

小
生
産
者
と
し
て
の
方
向
を
志
向
す
る
限
り
、

.
や
は
り
共
同
体
に
依
存
し
、
共 

有
地
の
権
利
を
得
よ
う
と
右？)
6
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
地
方
は
農
業
経
営
が
.集
豹

化
さ
れ
、
他
に
比
し
て
土
地
が
相#
的
に
少
な
い
地
方
が
多
く
、
犬
経
営
の
た
：
.
 

め
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
上
封
建
的
な
地
代
収
取
の
関
係
が
残
存 

し
、
農
村
工
業
の
翁
達
に
ょ
り
貧
農
も
土
地
に
し
が
み
つ
く
と
い
う
分
解
を
阻 

止
す
る
要
因
も
働
い
て
共
同
体
の
分
解
に
必
要
な
富
農
の
経
営
拡
大
、
小
生
産

. 

(

注63
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. 

,

者
の
土
地
か
^.
の
分
.離
は
急
激
'に
は
お
こ
ら
な
か
っ
，た
.0
.

.

か
く
し
て
そ
れ
攻
上
め
発
展
を
望
む
富
農
と
、
生
活
の
不
安
定
性
と
小
商
品 

生
産
者
と
し
て
の
志
向
と
い
う
一
一
重
性
を
も
っ
た
中
農
と
窮
乏
化
し
た
貧
農
と 

は
最
も
基
本
的
な
封
建
的
な
負
担
の
重
庄
に
対
し
戦
う
に
到
っ
た

.
°
砠
し
罾
員 

の
.
一
部
は&

侯
の
寧
隊
に
入.
り
、

一
揆
に
参
加
し
た
大
半
は
.一
揆
に
あ
た
っ
て 

は
飲
食
物
の
略
奪
を
こ
と
と
し
た
が
、
共
周
体
の
私
法
的
傾
向
に
対
し
批
判
的
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D.BJB:., 

s
:
2
4
3

•
大
内
駅
、
苗
四
十
六
貢「
農
民
の
大 

' '衆
は
彼
等
が
威
嚇
的
態
度
を
承
す
こ
と
に
よ
っ
て
奪
取
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
譲
渉
が
、確
保
さ
れ
さ
え
す
れ
ば
'、
.君
主
と
妥
協
し
よ
う
と
た
え
ず
考
え
て 

い
た
。
そ
の
.う
え
事
態
が
な
が'.び
き
、
'か
つ
離
侯
の
眾
隊
が
お
し.寄
せ
て
く 

.
る
に
つ
れ
て
、
彼
等
は
戦
争
の
遂
行
に
う
み
、
そ
し
て
い
さ
さ
か
で
も
失
う
ベ 

き
も
の
を
も
っ
て
い
た
ほ
ど
の
も
の
は'大
部
分
家
へ
帰
っ
て
し
まっ
た
。

」

小

, 

•
坐
産
者
と
し
て
の
彼
等
は
革
命
性
と
妥
協
性
を

U

重
に
：持
ち
合
せ.て
'い
た
。
.

(

67)

^

w

o

^

a
.
a
b

-:s
s
.
7
1
-
7
^

村
長
は
領
主
の
無
制
限
の
機
関
の
一 

貞
と
な
つ
た
0 w

i
e
B
n
e
r
'
a
.
a
b
.
,

 

ss* 
7
4
1
80
.
し
か
.
し

こ

の

過

程

は

五

八

(

五
〇
ニ)

徐
々
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
農
民
戦
争
の
敗
北
が
決
定
的
に
作
用
し
た
。

.瀨
原 

.

義
生「

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
基
本
的
性
格」

(
「
〕

.

(

歴
史
評
論
七
十
九
号)

1

一
一
十
六
一
九
頁
。
.
、

第

四

節
' 

十

五
.

六

世

紀

.の

封

建

灰

動

の

本

質

ぺ
我
々
は
こ
れ
ま
で
中
世
後
期
の
農
民
と
■そ
の
上
に
起
っ
た
変
化
に
つ
い
て
考 

え
て
き
た
。
今
や
我
々
は
こ
の
員
^
を
支
配
し
て
い
た
封
建
支
配
者
に
眼
を
向 

」

け
よ
う
。

•
::
.
•

,

中
世
後
期
の
ド
イ
ツ
の
政
治
史
上
の
基
本
的
特
徴
は
政
治
的
統
一
体
と
し
て

(

注
1)

の
帝
国
の
衰
退
と
領
邦
国
家
闩©

&
け
0
1
1
^
羿
卩
3

の̂
成
立
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス 

や
フ
ラ
ン
ス
が
中
央
集
権
国
家
と
し
て
成
良
し
て
行
く
時
期
に
ド
イ
ツ
で
は
不

.(

注
2)

幸
な
政
治
的
分
裂
が
ぅ
ま
れ
て
い
た
。

エ
ン
ゲ
ル

ス
は
十
六
世
紀
の
国
民
的
高 

場
の
時
期
を「

ド
イ
•ツ
の
人
民
が
も
し
中
央
集
権
の
国
で
あ
っ
た
な
ら
ひ
じ
ょ 

ぅ
に
偉
大
な
る
.結
果
を
生
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
ほ
ど
め
忍
耐
と
精
力
を
発
揮
し 

.
た
時
代」

と
表
現
1>
て
い
る
.が
、
こ
の
.
_よ
ぅ
な
歎
き
は
.ひ
と
り
エ
ン
ゲ
ル
ス
に 

留
ま
ら
な
い
。
十

五
-1
ハ#
ぜ
に
は
帝
国
の
衰
退
を
歎
き
、
中
央
集
権
の
国
家 

権
力
を
求
め
る
声
ば
ド
イ
ツ■
員
S

々
な
吧
罾
の
中
に
聞
え
て
く
る
。
例
え 

ば
知
識
认
の
，セ.バ
ス
テ
ィ
ア
ン
..：
ブ
ラ
ン
ト
や
エ
ラ
ス
ム
ス
は
理
念
的
に
帝
国 

，へ
の
讓
を
の
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
騎
士
階
級
の
代
弁
者
フ
ッ
テ
ン
も
中
世
的 

■
帝
国
.の
夢
を
抱
い
て
い
た
し
、

ニ
コ
ラ
ス
•
ラ
ォ
ン
•

キ
ュ
I

ス

も「

ひ
と
び 

.と
，は
ド
イ
ツ
の
中.

k

帝
国
を
.探
し
求
め
る
で
あ
ろ
ぅ
、
し
.が
も
も
は
や
こ
れ
を

(

生
6)

そ
こ
に
見
出
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

」

と
歎
き
帝
国
の
改
革
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
一
四
三
八
、
九
年
頃
に
書
か
れ
た
と
い
う

「

皇
帝
ズ
ィ
ギ
ろ
：ム
ン
デ
ィ
の 

改
革」

R
e
f
o
r
m
a
t
i
o
n

 d
e
s

 K
a
i
s
e
r

 si

oqi
s
m

目di 
な
る
夂
»
に
は
十
六 

世

紀

の

ル

，
タ

ー

よ

り

は

る

か

.に

進

ん

だ

政

治

的

経

済

的

思

截

が

あ

ら

わ

さ

れ

■
 

て
：

T

る
。
そ
れ
は
教
会
の
改
革
を
社
会
の
改
苹
と
'結
び
つ
け
る
と
共
に.社

会

の
.
 

改
革
を
帝
国
の
改
造.か
ら
始
め
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
し
て
国
内
の
平
和
の

： 

維
持
、
統
一
的
陳
税
、
貨
胳
鋳
造
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
農
民
へ
の 

封
建
的
搾
取
も
非
難
し
、
特
に
農
奴
制
や
共
有
地
.へ
の
攻
搫
に
対
し
て
は
強
く 

反
対
し
て
い
る
。
そ
し
て.こ
れ

ら

の

改

革

を

畓
層

帮

の

指̂
と
一
般
大
*

の
力
量
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
'
こ
の
よ
う
な
国
民
的
な
中 

央
8

家

へ

の

要

求

は

、

現

実

の

事

態

が

.金

く

相

反

す

る

方

向

に

行

き

つ

つ
 

あ
る
こ
と
に
搿
し
そ
の
現
実
を
否
定
し
進
歩
を
望
む
国
民
大
衆
の
気
分
を
反
眯 

し
て
お
り
、
大
農
民
戦
争
の
時
の
ハ
イ
ル

V

ロ
ン
の
■
帝
国
改
革
案
に
：経
承
さ
れ 

て
い%

。
で
は
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
の
特
殊
性
は
、ど

の

よ
う
な
過
程
で
う
ま
れ
た 

の
か
。
今
簡
単
に
そ
の
経
過
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
ド
イ
ツ
の
中
世
の
政
治

' 

史
は
そ
の
当
初
か
ら
王
権
の
決
定
的
優
位
は
存
在
せ
ず
皇

帝

.
の

茭

配

体

制

と

貴 

族
の
支
配
体
制
の
並
存
が
そ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
の

封
建 

的
政
治
体
制
は
一〇
六
^

ギ
の
ノ

ル
マ
シ
の
征
服
に
よ
り
始
り
、
当
初
か
ら
王
，
 

権
を
中
心
に
中
央̂
^

的
色
彩
を
も.
っ
て
い
た
し
、

フ
ラ
ン
ス.も

ド

イ

.
ツ

と

比 

ベ
る
と
当
初
か
ら
王
権
は
敬
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
で
は
.フ
ラ
ン
ク
帝
国
当
時
で
さ 

え
部
分
帝
国
の
体
制
や
、

-

皇
帝
の
選
挙
制
が
存
在
し
て

(

1

ポ

。
し
か
し
中
世
後 

期
の
政
治
的
混
乱
の
契
機
は
十
三
世
紀
の
シ
ュ
タ
ゥ
へ
ン
家
の
^

豸

に

る
。

. 

そ
れ
以
前
特
に
フ
リ
ー
ド
リ
'ヒ
一
世
の
努
力
は
帝
国
強
化
の
方
向
を
う
み
だ
す

ド
ィ
ッ
農
民
戦
争.
の
歴
史
的
意
義
.

(

中)

,

,
.か
.に
さ
え
み
え
た
程
だ
っ.た
。
イ
タ
..リ
ヤ
の
シ
シ
リ
ー
へ
の
遠
征
そ
の
も
の
が 

彼

の

主

権

強

化

の

.政
策
み
表
現
で
ぁ
っ'た
が
、
結
局
は
こ
れ
も
既
に
分
裂
し
た 

政
治
体
制
.を
克
服
す
る
具
体
的
契
機
と
は.な
ら
ず
、
高
級
貴
族
の
帝
国
諸
侯
身 

,
分
の
閉
鎖
化
、；
：国
外
の
イ
タ
リ
ヤ
政
策
の
失
敗
は

 

一
ニ
五
〇
年
の
フ
リ
ー
ド
リ 

ヒ
ー.一

世

の

力

ポ

リ

，
で
，
の
，
死

と

共

に

太

空

位

時

代

の

激

動

を

つ

く

り

出

し

た

。

し 

か
も
そ
れ
よ
り
以
前.一
.一
三
〇
年
の「

教
会
諸
侯
と
の
協
約

」
C
o
n
f
e
d
e
m
t
i
o

 
c
u
m

 

prlncipibus. 

e
c
c
l
e
s
i
a
t
i
c
i
s

で
教
会
諸
侯
は
调
税
徴
収
権
、
貨
赂 

鋳
造
権
、
築
城
高
権
、.裁
判
権
を
獲
得
し5
s
u、

r

l三
一
年
の「

諸
侯
の
利

益
の
た
め
の
取
極
め

J

CQt
a
t
u
t
u
m

 

i
n

 f
a
v
e
o
r
m

 

p
H
i
n
c
i
p
u
m

に
よ
り

i

)

世
俗
の
諸
侯
も
そ
れ
以
上
のi

を
獲
得
し
て
い
た
。
一
方
こ
'う
し
て
諸
侯
が 

ラ
ン
デ
ス
へ
ル
と
し
て
成
長1
て
行
く
と
共
に
、

ー
三
五
六
年
の— 1
金
印
憲 

章」
G
o
l
d
e
n
©

 

B
u
l
l
®

に
よ
り
王
権
は
さ
ら
に.制
限
を
う
け
る
に
到
っ
た
。 

既
に
皇
皆
選
挙
権
を
独
占
し
て
い
た
選
帝
侯
は
以
後
七
名
と
さ
れ
、
選
帝
会
議 

で
公
開
投
票
に
よ
り
多
敗
決
制
で
選
挙
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
.う
し
て
王 

権
の
.権
威
は
地
に
お
ち
、
.空
位
時
代
後
王
位
を
つ
い
だ
西
南
ド
イ
ツ
最
大
の
諸 

侯
ハ
>

ス
.ブ
ル
グ
家
%
政
避
権
力
の
分
散
化
を
阻
止
出
来
な
か
っ
た
。
東
方
へ 

の
.植
民
は
こ
の
分
散
化
の
傾
向
を
助
長
し
た
し
、
Uそ
の
上
イ
ギ
リ

ス

、
.フ
ラ

 

ン
ス
の
王
権
^
化
に
^
立
.っ
た
よ
う
な
百
年
戦
争
、
イ
ギ
リ

「

ス
に
お
け
る
バ 

ラ
戦
争
と
い
っ
た
政
治
的
事
件
も
ド
イ
ツ
に
は
起
ら
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
諸 

侯
を
先
頭
と
す
る
大
小
の
封
建
支
配
者
の
混
沌
と
し
た
支
配
が
^
ド
イ
ツ
を
お 

お
っ
た
。
十
六
世
紀
当
時
に
約
三
百
五
十
の
大
小
様
々
の
分
囯
が
存
在
し
た
こ

I

)
-

と
は
こ
の
，政
治
的
混
沌
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
.
こ
と
に
西
南
ド
イ
ツ
は
中
小

五
九
.(

五
〇
三〕

.

.



，
の

領

邦

国

家

を

は

じ

め

、

.

多
く
の
.小
規
模
の
政
治
体
制
の.支

：配

的

な

地

方

で

あ
 

り

、' 
ブ
ラ
ーX

ケ
ン
、
书
部
於
イ
ッ%-
醫

ド
イ
ッ
；
程

：
で

ば

な

い

に

.
し

：
て.も
、：：

矢 

張
り
権
*

の
分
散
妒
目
立
、っ

」

て
?

る
。
し
か
も
王
権
の
衰
退
の
下
で
は
封
建
支
. 

13

者
同
志
の
_

対
^

0

£

0
^.
.

$

雜
る
。
封
建
権
力
の
物
質
的
基
礎
は
封
建 

的
土
地
¥

で
あ
り
、
：
こ
れ
を
出
来
る
だ
け
抝
大
し
、
さ
ら
に
一
定
の
地
域
に 

自
B

の
領
域
を
ま
と
め
上
げ
よ
ぅ.と

：
い

ぅ

志

向

が

.

.こ
こ
.
'に
ぅ
.ま
れ
る
。
そ
し
，
 

て
土
地
を
手
に
入
れ
胄
域
に
ま
と
め
上
げ
る
た
め
に

'
は̂

貿
、
担
保
権
、
婚
姻 

契
約
等
の
方
法
か
ら
、
力

に

よ

る

菌

、
庄
迫
ま
で
行
わ

m

。
、
例

え

ば

ハ

プ

ス
ブ
ル
グ
の
.フ
ラ
イ
ブ
ル
：

i
、

'ゥ
ィ
リ
ン
：ゲ
ン
そ
の
他
の•

へ
.
'
の

圧

迫

は 

(

主

1
.)

政
治
的
1

で
あ
っ
/C
2
。
こ
の
よ
ぅ
な
敵
対
の
激
化
と
政
^
^
混
沌
は
十
三
世

紀
の
.シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
、
ラ
イ
ン
の̂

^
同

盟

の

處

立

を
^

@
な

も

の

•と

し

(

注22〕 

：

 

ニ

た
。
こ
れ
ら
の
同
盟
は
自
己
防
衛
的
な
性
格
の
■も
の
.で

あ

：
っ

た

。
.
さ

て

強

制

圧

迫

と

同

時

に

ま

：え

.に
の
ベ
た
よ
り
穏
和
な
方
法
.に
よ
っ
て
他
の
中
級
下
級
貴
族

.の
経
済
的
窮
迫
を
利
用
し
た
り
し
て
、

一
定
の
地
域
を
自3,
の
領
域
と
し
、
農

民
と
の
間
に
封
建
的
な
支
配
従
厲
.の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は'ラ
ゾ
デ
ス
へ
ル

の
權
カ
蚁
大
の
第•一
の
^
段

で

あ

，
っ

た

。
铤

っ

て

#.
^
目
#
グ
ル
ン
卜
べ
ル
で

あ
り
、
貧
租
そ
の.他
の
土
地
所
有
に
基
く
収
入
は
主
要
な
財
政
源
で
.あ
っ

^

.

第

一

一

に

領

邦

国

家

体

類

成

の

有

効

な

手

段

は

高

級

裁

判

権

で

あ

^

3

0

古
い

ッ

_ェン
ト

騎

所

、
ン
コ
ー

裁
判
所
に
代
り
、
下
級
ラ
ン
.ト
裁
判
所
が
つ
く
ら
れ

流
血
事
件
は
こ
こ
で
双
双
い
、.さ
ら
に
こ
の
卞
に
グ
ル
シ
ト
へ
ル
の
下
双
_
趴

が
小
事
件
を
扱
っ
た
。'十
五
.六
世
紀
の
ラ
ン
デ
ズ
へ
ル
の
権
力
拡
張
に
伴
'い
、

こ
の
グ
ル
ン
ト
へ
ル
の
下
級
裁
判
権
も
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
の
裁
判
権
の
下
べ
包
摂

;

六
〇 

<
五
0
.四
.

)

,さ
れ
，
国
家
的
下
級
裁
判
権
と
し
て
ラ
ソ
デ
ス
べ
ル
め
下
に
従
属
し
た
グ
ル
ソ 

ト
ス

ル
：に

#
え
ら
：れ
て
行
く
よ
う
に
な
る
。
し
'か
し
権
力
の
分
散
し
た
こ
れ
ら 

/

の
地
方
で
：は
こ
め
適
程
は
徐
々
：に
進
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
。
裁
判
権
は
国
家

〗

傷
 

の
基
軸
と
な
る
と
共
に
重
要
な
収
入
源
で
も
あ
.
m
e
? 

■

.
さ
ら
に
以
前
に
の
ベ
た
玉
権
よ
り
移
行
し
た
関
税
、
鋳
造
、
製
塩
、
鉞
山
等 

の
®

は
領
邦
国
家
体
制
の
童
要
な
収
入
源
で
あ
^

。

そ
の
上
十
三
世
紀̂ 

来
の
税
金B

e
d
e

や
関
接
税A

k
z
i
s
s
e

の
徴
収
権
も
国
家
高
権
形
成
に
役
立 

ち
た
：。
マ
か
く
し
て
十
四
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
.か
け
て
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
の
勝
利 

は
確
実
な
も
の
と
な.？
て
.い
'つ
た
。
そ
の
特
徴
は
、

.

■

第
一
に
そ
れ
は
：

1

定
め
ま
と
ま
つ
た
地
域
'の
農
民
は
勿
論
市
民
さ
ら
に
は
下 

.級
貴
族
ま
で
：を
自
已.の
領
民
1
1
&<1
>
沫
8>
1
1§
と
す
る
。
'
だ
か
ら
単
な
る
グ
ル 

ン
ト
ぺ
ル
と
し
て
の.支
@3
関
係
に
満
足
せ
ず
、
国
家
高
権
に
基
い
た
政
治
権
力 

に
成
長
ず
る
こ
と
に
よ
り
封
建:^
制
の
政
洽
的
再!1
成
を
行
う
の
で
あ
る0
.

第
L

r
以
上
の
領
邦
国
家
と
し.て
の
成
長
は
、.新
し
い
特
徴
を
う
み
だ
す
。 

i

ず
中
央
行
政
^

^
の
整
備
と
そ
れ
に
伴
う
官
僚
制
度
の
出
現
が
あ
げ
ら
れ
、 

.ラ
ン
トI

K
K

と
ラ
ゾ
ト
等
族
議
員
の
体
制
整
備
が
行
わ
れ
、
領
域
内
で
の
ラ
ン

•
 

.(

注
29
>

ト
条
令
の
効
力
が
発
揮
さ.れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
ラ
ン
ト
裁
判
所
、
領
邦
国

丨 

(

注
30
>

家
体
葡
と
結
び
つ
い
た
教
会
制
度
等
も
う
ま
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
政
治
体

.
 

制
の
保
証
を
軍
事
カ
の
整
備
に
求
め
る
わ
け
で
ぬ
^

と

と

に

中̂*
後

期

の

戦
 

術
の
変
化
に
よ
り
騎
士
層
を
中
心
：と
し
た
軍
事
力
か
ら
農
民
出
身
の

L
a
n
d
e
s

丨’
 

k
n
e
c
h
t

 

.
を
中
心
.と
し
て
.近
代
的
軍
隊
に
変
化
す
る
こ
と
は
、
.騎
士
層
の
政 

.
治
的
没
落
を
促
進
し
た
。

.
第
三
に
こ
れ
ら
の
政
治
体
制
の
強
化
の
た
め
に
自
已
め
.持
つ
収
入
源
を
利
用 

す
る
と
共
.に
、
市
民
階
級
こ.と
に
商
！̂

本
と
.の

貸

借

関

係

：が

成

立

す

る

。

.そ

.

の
た
め
地
代
収
取
の
権
利
か̂
税
益
、
夫
役
、
鋳
造
、
欽

3
、

"

僧
録
、
官
職
ま
'
'
 

で
も
が
抵
当
に
入
れ
ら
れ
る
こ
：と
も
稀
で
は
.な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
@
際
市
場 

で
有
利
な
地
位
を
示
し
た
：
1

ド
ィ
ッ
の
ド
ィ
ッ.?
|

1

業

資

本

の

寄

生

化

、
，
高

利

， 

貸
資
本
へ
の
転
化
が
現
実
化
す
る
。

.

勿
論
こ
う
し
た
ラ
シ
デ
ス

：

へ
：ル
を
先
頭
と
す
る
領
邦
君
主
体
制
は
徐
々
に
.整
' 

備
さ
れ
て
い
っ
だ
の
：で
あ
り
、
,-

我
々
の
間
題
と
す
る
地
竦
で
：は
ぞ
の
権
力
集
中

- 

は
権
力
の
分
散
を
徹
底
的
に
苋
服
す
る
：も
の
で
は
な
か
っ
^
。

4 1

は
国
家
と
乙 

て
の
機
能
を
十
分
に
備
え
た
も
の
か
ら

(

下
は
数
ヵ
.村
し
か
支13
し
な
い
よ
う 

な
騎
士
領
や
、
帝
国
帮
に
到
る
ま
で
大
小
様
'
々
の
封
建
支
配
者
の
集
団.が

封

、 

建
権
*

の
実
体
を
な
し
て
い
：た
。
.

し
か
も
こ
れ̂;
の
地
域
と'
と

^

西

南

ド

ィ

ッ
 

で
は
-

^

の
ラ
ン
デ
スf

ル
が
、
こ
の
鍇
雑
し
た
封_

ま
03

罾
_

目
の
中
で
®

 

i

経
済
的
優
位
性
冷
か
ち
え
て
行
く
び
で
あ
る
。
:
.

く

,

:,
:
:
. 
.

;
■

さ

て

我

：々

が

い

ま

ま

で

に

'み
た
よ
う
に
、
，
こ
我
ら
の
地
域
は
封
建
的
生
囊 

.係
に
お
い
t
直
霞
体
制
が
解
体
し
、
，農
民
的
虫
地
保
有
が
成
立
1>
、
#

品
生 

産
が
発
展
し
、
国
際
的
な
地
理
的
有
利
さ
も
ぁ

「

？
て
、
：
都
*

^
済
が
急
逮
に
成
..
: 

長

し

窥

域

で

.
あ
っ
，
た

。一我
々
は
封
建
支
配
者
の
経
済
的
危
機
が
.ど
の
よ
う
な 

も
の
で
^

っ

た

の

か

、
へ

さ

ら

：
に

農

民

©
ー
，
揆

の

陂

の

高

ま

り

へ

に

：よ

る

政

治

的

危
 

機
に
対
し
、ど
の
.よ
う
な
対
策
を
と
- ?

た
€ >
,
か

に

^-
い

て

以

下

分
^

し
'ノ
：
十

五

'
，

. 

丄
ハ
世
紀
の
こ
れ
ら
の
地
域
の
封
建
反
動
め
本
質
龙
究
明
し
^
う

'9
: ,)

：
：
'

:.
封

建

茭

配

者

の

経

済

危

機

に

づ

い

て

ー

は

ま

ず

ー

ー

ー

づ

の

例

を

笨

そ

も

.

.

-

.

: 

: 

.

..... 

■

.

ド
ィ
ッ
農
民
戦
争.
の
歴
史
的
意
義(

中〕

：
;.
:

'

:第
一
.
の
例
は
ヴ
ュ
ル
テ
ム
べ
ル
ダ
の
ホ
ー
へ

ン

べ

ル
グ
伯
領
の
双
支
決
算
で 

あ
る
。
こ
の.

®
は

一

三

八

，
一

年

に

ボ

ー

へ

V

ベ
'■ル
ダ
伯
ル
ド
ル
フ
三
世
か
ら 

.オ
ー
；ス
ト
リ
ャ
の
レ
オ
ポ
ル
ド
侯
に
六
万
六
千
ポ
ン
.ド
で
売
ら
れ
、
さ
ら
に

1.

■■
V
四
ー
0
年
シ
.-.
:
ヴ
ナ
：
丨
べ
ン
の
帝
讓
^
£
へ
レ
オ
ポ
ル
ド
の
兄
弟
エ
ル
ン 

ス
ス
リ
ー
ド

y
ti
四
世
め
借
金
の
抵
莩
に
入
れ
ら
れ
、
一
四
五
四
年
に
暴
办 

'
セ
と
れ
を
：奪
い
か
え
し
た
霜
で
あ
る
。
さ
て
で
四

「

九
年
ま
で
の
九
年
間
の 

収

入

，
四

方

H

千
五
百一

一.十
九
ポ
ン
ド
に
対
し
、.支
出
ば
四
方
三
千
六
百
五
ボ
ン'
 

> 

ド
、
.
.一
四
一
九
f

f

g年
の
収
入
二
方
七
千
有
六
十
九
ポ
ン
ド
十
七
シ
リ
ン
グ 

•

に
対
.し

、

支
出
は
ー
ー
方
丑
百
ナ
ー
ポ
^

ド

十

八

シ

リ

シ

グ

で

い

ず

れ

も

赤

字

で

あ
 

-'
り
> 
一S

H

九
年
の
.帝
！1S

都
市
の
貸
附
金
ぼ
四
万
四
千
百
九
十
九
ボ
ン
ド
に
.

.

達
し
て
い
る
。
こ
と.で
の
収
入
源
を'あ
げ
.て
.み
る
と
税
金
、：
様

々

の
賃

租

笔 

:

.地
、
菜
園
、
：
果
樹
園
、
パ
ン
焼
小
屋
、
水
車
小
屋

)

、黧
鳥
、
鶏
の
員
砠
、
ゑ
胄
、

'

洛

場

の

鐘

賃

租

、

ロ
ー
テ>
ブ
ル
ダ
市
の
ユ
ダ
ヤ
人
保
護
税
、

係
の 

、

罰
金
、
相
続
の
貢
粗
興

'
I

一
 
つ
：の
水
車
小
屋
の
駿
物
貢
租
、
\
 

f

十

分

の

.
一
税
の 

部
、
#

物

貢

租(

地
代
；}，
葡
萄
酒
等
で
あ
る
。
支
出
；
§
葡
萄
酒
、
、
穀
物
を.役
：

■■
^
、
；
手
エ
證
に
配
分
土
、
：
残.り
.を
販
売
：し
収
獲
の
際
の
費
用
、：
葡
萄
圧
搾
所 

、
建

設

、
；
水

車

小

屋

、

'築
城
の
費
用
、
使
者
、
？
役
人
、
奮

人

、
.兵

隊

、
，
.
蓮

搬

費

•

と
い
っ
：た
：と
こ
ろ
で
あ
る。-'
. . 

.
V

第
二
の
例
は
レ
ー
ゲ

x

ス
.ブ
ル
ダ
の
聖
エ
ム
メ
ラ
ム•

■

の

—
兰
ニ
宄
丨 

.
六

年

の

収

茭

姨

算

で

あ

が

。
，
こ
：
こ

.で
も
収
入
七
苜
五
十
五
ポ
ン
ド
に
対
し
、
支 

出
七
百
五
十
四
：ボ
ン
ド
で
余
剰
は
零
に
等
し
い
。
収
入
は
現

1

代
そ
の
他
で•

.

'■
.現
f

出
を
差
；S
1'
:(

た
も
の
を
販
売
し
、
：
.牝
午
、
馬
、
水
車
小
屋
、
醸
造
、
農
業

六 

一

£
 

◦五)



第 十 四 表

20/IILX4X2 
bis 

25/XII, 1416
1423 1424 

bis 1425
1431 

bis 14B3 1434 1435

. ゾ ...... Pfeimige .

収 入 197297 94288 200356 208080 72244 5々300
前 年 繰 越 28572 16707 4Q0D MO 5629
裁判、貢租、関税 '--. . 11 65478 124056 40649 48127
ュダャ人保護税 — J 118171

28071 3948 2<3544
そ の 他 — .....卜*" 51953 25937 ，' . --------'

支 出 187557 • 77581 193350 207476 675^5 76797
個 人 的 支 出 人—— 21844 10236 10205

丨宮 铥 関 係 ■ ♦'' _ .—
35138 21687 3414 B213

宿 泊 費 ■--： .—T~ 648*7 12989
土 地 買 取 29991 1770

.
910 — .

f冬身年金、駕金 ■ . ■ ... ■ 24085 28939 10292 10738
城 塞 20864 6258 15542 53600 13133 7327
モ' ラ ヴ ィ アでの

行 政 費
,~r—r 28850 118635 65191 28053 32380

武 裝 費 ■---' .■ 1 • • 2181 ' —-
: 借 金 返 済 ■ ——. 14034 ' ■ ■一

.結 婚 .'結. 納 16724 — — .
ノ .. ' ..****—. —— ■ . •— ■,

」

2

-1

V -

痉
営
め
費
用
、
葡
萄
山
、
.

灯
光
、
1

房
、
手
工
業
者
へ
の
賃
金
、
建
築
費
、
衣 

-
'料
、.
家

具

等

ど

な

づ

て

い

る

°
、

.：

.
第
三
め
例
は一

四 

一
一
了 j

四

三

五

，
年

の

ォ

丨

.ス

.
ト

リ

ャ

侯

国

の

収

支

決

算
 

，
で

あ

る8

十
.：四
表)

。
:
一.四
一|

四

丄
.一
五
年
、

一
四
三
一I
三
三
年
の
両
年
の 

収
支
が
膨
脹
し
て
い
る
：の
は.フ
ス
戦
争
に
関
係
し
てい
る
が
、
上
級
の
ラン
デ 

:ス
->
:ル
だ
け
あ
フ
て
、
.
.
1
般
に
前
年
繰
越
金
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
額
は
決
し 

:て
確
実
な
余
剰
で
ぱ.な
い
。
収
入
は
貢
租
、
裁
判
関
係
の
収
入
、
関
税
、

ユ
ダ 

.

ヤ
入
保
護
税
、■:
葡
萄
園
賃
祖
、
親
金
そ.の
他
：で
あ
り
、..支
出
は
軍
事
開係
、
こ 

と
に
城
塞
、
宮
廷
経
費
、
へ
個
人
的
支
出

(

皇
帝
、
諸
侯
の
宿
泊
費
、-
土
地
の
貿 

.取
、
モ
ラ
ヴ
.ィ
ア
.で
の
行
政
費
.、
借
金
返
済
、
鐘

の

結

納

、
終
身
年
金
、
賃 

:
.金
等
.で
あ
る
°-
^
の
ぅ
ち
個
人
的
支
出
、
宮

廷

関

襲

、
終
身
年
金
、
賃
金
、 

城
塞
、
，
モ
ラ
ヴ
ィ
ァ
で
の
行
政
費
、
；
宿
泊
費
等
が
恒
常
的
に
主
要
な
支
出
を
構 

成
し
、
.
平
常
に
は
個
人
的
支
出
が
城
塞
費
と
同
等
も
し
く
は
上
廻
る
程
の
割
合 

を
占
め
て
い
るこ

と

ほ

注

目

す

べ

き

で
あ
る
o

.:

,
か

く

し

て

识

上

に

み

た

通

り

十

四

：
，
：
五

世

紀

の

封

建

支

馨

の

財

駿

態

は
 

決

し
.て
健
全
な
生
産
的
な%
の
で
は
.な
が
っ
た
。
力̂

侯
.の
財
政
は
余
剰
を
幾 

し
て
は
い
る
が
、
他
方
借
金
を
し
て
い
る
し
、
個
人
的
出
費
の
異
常
な
大
き
さ 

は
財
政
の
、不
健
全
さ
を
物
語
る
し
、
■

費
、
行
政
費
の
増
大
は
領
邦
国
家
体 

制
の
整
備
に
体
ぅ
も
の
でぁ
り
、

全
般
的
.に
余
裕
あ
る
財
政
と.は
い
え
な
い
。 

さ
ら
に
中
、
小
規
模
の̂

^
.に
な
れ
ば
、
収
入.は
固
定
化
さ
れ
る
し
、
余
剰
を 

残
す
ど
こ
ろ
か
.
既

に

赤

字
ざ
え
出
し
て
い
る
。
.こ
の
ょ
ぅ
な領
主
財
政
は
十
五.
 

六
世
紀
の
§

経
済
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
危
機
に
お
い
こ
ま
れ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い。
. 'か
く
し
て
領
主
財
産
の
危
機
は
封
建
支
配
者
の 

収
入
拡
大
々
必
然
的
な
も
の.と
し
た
。
こ
れ
こ
そ
十
五
.
六
世
紀
の
西
南
ド
イ 

ツ
か
ら
中
部
ド
イ
ツ
に
わ
た
る
地
方
の
封
建
反
動
の
経
済
的
本
質
で
あ
る

。
し 

か
も
こ
れ
ら
の
地
方
は
農
業
の
集
約
的
経
営
を
特
懲
と
し
、
商
品
生
産
の
発 

展
、
§

経
済
の
成
長
と
い
う
歴
史
的
な
発
展
を
と
げ
た
地
方
で
あ
り
、
.そ
の 

た
め
支
配
者
の
収
入
拡
大
の
志
向
は
大
規
模
の
自
己
経
営
彼
大
の
方
向
に
で
は 

な
く
、
与
え
ら
れ
た
こ
れ
ら•の

諸

条

件

を

利

用

し

て

農

民

に

対

す

る

#:
取

を

強
 

化
し
よ
う
と
い
5
方
向
に
現
実
化if

l
。

こ
こ
.に
十
五
•
六

世

紀

の

.
農

民

の

広
 

範
な
抵
抗
の
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
現
実
的
な
根
拠
が
あ
る
。

■_

さ
て
封
建
反
動
の
政
治
的
側®
に
つ
.い
て
考
え
て
み
よ
う
。
我
々
は
既
に
い.
 

か
に
し
て
壬
権
の
衰
退
、
ラ
ン
デ
ス
へ
ル
の
勢
力
'の
胎
頭
が
起
っ
て
き
た
か
に 

つ
き
考
え
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
既
に
十
四
世
紀
末
期
に

は

は
っ

き

り
し
て 

き
た
。
そ
し
て
そ.の
過
程
で
ド
イ
ツ
に
.お
け
る
下
級
貴
族
た
る
騎
士
貴
族
の
総 

数
は
既
に
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
し
か
も
西
#

ド
イ
ツ
で
多
少
の1

を
持 

ち
、
高
権
を
持
つ
よ
う
な
も
の
は
十
四
•
五
世
紀
に
か
け
て
い
く
つ
か
の
騎 

土

同

盟

に

結

葉

し

へ

缚

。

‘
し
か
し
こ
れ
は
趴
ぬ
め
混
沌
の
中
で
領
^
体
制
の
相
対 

的
優
位
と
十
五
世
紀
に
な
っ
.て
激
し
さ
を
加
え
た
ス
イ
ス
農
民
の
柢
杭
と
聯
邦 

J
E
i
d
g
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

_
の
成
立
が
そ
の
結
集
の
動
機
で
あ
っ
た
。
こ
の
ス
イ 

ス
の
市
民
と
農
民
の
反
パ
プ.ス
.ブ
ル
ダ
の
®

は
.西
南
ド
イ
ツ
の
政
治
的
混
沌 

と
ハ
ブ
ス
ブ
ル
ダ
家
と
サ
ボ
イ
侯
と
の
対
立
、
ひ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
王
と
の
対

.
 

立
と
い
う
政
治
襄
情■と
地
理
的
有
利
さ
も
あ
っ
て
い
■ち
早
く
聯
邦
と
い
う
国
家 

体
制
を
形
成
し
、.ド
イ
ツ
帝
国
か
ら
事
実
上
の
分
離
を
.か
ち
と
る
と
こ
ろ
ま

ド
イ
ッ
農
民
戦
争
の
歴
史
的
意
義(

£ 

.'
 
_

で
進
ん
で
：い
だ
。
勿
論
封
建
的
な
生
産
関
係
が
全
く
解
消
し
た
わ
げ
で
は
な
く 

ベ
ル
ン
、
チ
ユ
I
リ
ヒ
等
の
帮
権
力
や
そ
の
他
の
貴
族
等
の
支
配
が
国
家
高 

権
を
^-
-成
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
国
家
体
制
は
西
南
ド
イ
ツ
に
比
べ
れ 

ば
農
民
の
反
封
建
の

H,

ネ
ル
'ギ
ー
を
利
用
し
て
国
家
形
成
を
し
た
だ
け
に
、
相

•
N 

, 

c

注
肋)

対
的
に
農
民
：に
有
利
^
あ
っ
た
に違
い
な
い
。
か
く
し
て
こ
の
よ
ぅ
な
ス
イ
ス 

聯
邦
の
成
立
；は
ボ
へミ
ヤ
の
フ
ス
戦
#
と
共
に
西
南ド
イ

ツ
の

農

民

の

封

_

ぼ 

動
べ
の
鬪
い
に
と
り
先
®.
的
な
意
^
を
持
ち
、
十
五
世
紀
に
入
ると
封
建
反
動

c

注

ト

の
激
化
と
共
に
一
揆
の
波
は
封.^
茭
配
者
を
脅
か
す
に
到
る
。
こ
の
よ
ぅ
な
封 

建
支
配
者
の
気
持
を
よ
く
あ
ら.わ
し
て
い
る
の
は
、

一
四
九
六
年
八
月
一
日
ゥ 

ル
ム
で
開
か
れ
た
.、ゾ
ユ
ヴ
ァ
ー
べ
ン
同
盟
の
名
議
で
の
上
層
諸
侯
の
指
導
者
べ 

ル
ト
ル
.ド

：
マ
イ
ン
ツ
選
帝
侯
の
演
説
で
あ
石
"
彼
は
他
の
強
国
が
ド
イ
ツ
の 

辺
境
を
重
大
な
危
機
に
追
い
こ
み'0
つ
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、S

聖
ド
イ
ツ 

帝
国
、
就
中
シ
ユ
ヴ
ァ
ー
べ
ン
、

マ
タ
帝
国
ノ
カ
ナ
リ
ノ
部
分
ガ
、
危
険
ニ
オ 

イ
コ
マ
レ
、
全
テ
ノ
名
誉
ア
ル
モ
ノ
 

E
h
r
b
a
r
k
e
i
t

ハ
、
破
壞
ト
損
失
ヲ
マ 

ヌ
，
ガ

レ

ナ

イ

」

と

し

、

一

四

れ

五

年

の

ヴ

ォ

ル

ム

ス

の

帝

国

！
！
^

で

決

議

さ

れ
 

.た
ラ
ン
ト
の
羊
和
と
帝
室
裁
判
所
を
守
り
通
さ
な
い
な
ら
ば
、
神
聖
ド
イ
ツ
帝 

.国
に
は
不
穏
の
一
挨
と
戦
争

A
u
f
r
m
r

 U
.
.
K
r
i
e
g
_

が
起
り
法
は
守
ら
れ
な
く 

な
.る
で
あ
ろ
う
■と
警
告
し
•て
い
る
。
そ
し.て
こ
.の
た
.め
封
建
支
@3
者
の
勢
カ
を 

結
集
し
、
シ
ユ.ヴ
ナ
ー
べ
.シ
同
盟
を
^(
き
^
き
存
続
さ
せ
強
化
さ
せ
る
こ
と
を 

主
張
し
て
い
る
？

.

.元
来
こ
の
.同

盟

は

ー

：
四

<

七

年

六

月

ニ

十

六

日

の

勅

令

に

端

を

発

し

て

成

立
 

.
し

た

の

で

あ

る

'
。

V

、そ
の
勅
令
は
一
四
八
六
年
の
フ
ラ.ン
ク
フ
ル
ト

•
テ
ム
•
マ

.

六

三

(

五
〇
七)



ィ
：
'
/

め
帝
国
議
会
で
決
議
さ
れ.た
十
年
間
の
ラ
レ->
の
.平
和
.の維持と自已：
の

ヶ

ァ

！

.
ベンでは

「

.貧
し
き
民」

や
領
民
は
貢
租
や
負
担
を
彼
等
の
主
君
に
余 

権
利
.の
擁
護
の
目
的
に
そ̂

^

を
成
立
.さ：せる
た
め
世
俗
の
君
主
、
僧
侶
、：

り
に
も
負
づ

て
：，

い
る
た
め
こ

.
れ
以
上
負
担
に
堪
え
ら
れ
な
い
®

に
あ
る
と
の 

帝

願

語

禁

に

'七
月
ニ.十
六
日
集
合
する

ょ

ぅ

ょ

び

が

け

た

も

め

.
で

あ

っ

た

：？

ベ

.
一
，揆
■
の危
険
.を
指
摘
し
てK

。

し

か%■
こ

の

但

書

は

一

四

九

 

一
―-年

ヶ

ム

プ 

そ
し
.
て
結
局
ー
：
四
八
八
年
ニ
月
十
四
日
の
同
盟
は
成
立
し
、

.

当
面
の
脅
威
た
る'•
;

.

テ
.ン
60
'

1

揆
の
終
っ
た
直
後
に
書
か
.れ
た
も
の
で
あ
り
単
な
る
脅
し
で
は
な
か 

バ
イ
成
ル
.ン
侯
一
と
ス
イ
ス0
0
へ
そ
な
ぇ
妓>。

し

か

し

彼

等

の

意

図

が

.
よ

り

深 

く
国
内
の
農
民
を
中
心
と
す
る
反
封
建
的
な
1

的
高
揚
.に
溥
し
必
要
な
カ
の

結
_
に
あ
っ
た
と
と
は
、

一
*

九
一
.年
の
ケ
ム
プ
テ
ン
の

.一.

揆
の
際
に
同
盟
が 

弾
圧
的
態
度
を
も
っ
て
屈
服
を
迫っ
て
い
る
こ
と
を
み̂

^
'、
先
.の
マ
ィ
シ
ッ
.
.
 

•選
帝
侯
の
言
明
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
■も
こ
の
同
盟
は
決
し
て
強
力
な
統 

,
一
的
な
国
家
i

を
積
極
的
に
造
り
出
す
意
図
を
も
た
な
が
：

.っ
た
。
そ
れ
は
反 

封
建
闘
争
の
高
揚
に
ょ
る
政
治
的
危
機
に
際
し
、
封
建
支
@
者
の
カ
を
結
集
し.
 

そ
の
危
機
を
克
服
す
る
と.い
.ぅ
限
り
で
.一.
致
し
て
い
る
封
建
支
配
者
の
集
団
で 

あ
マ
た
。
だ
か
ら
こ
の
同
盟
め
中
に
は
幾
つ
か.の
矛
盾
が
存
在
し
た0

一
つ
の
'
 

矛
盾
は
有
力
諸
侯
と
帝
！|
§
#
|
£や
小
諸
侯
、
.下
級
貴
族
の
間
の
そ
れ
で
あっ
 

た
。
当
面
の
政
治
的
危
機
を
乗
り
き
る
た
め
-ベ
ル
ト
ル
ド
.フ
ォ

ン
V

へ
.ン

.ネ
ベ 

ル

グ

は

じ

め

有

力

諸

侯

は

、

個

々

，
の

権

力

ょ

.り
強
力
な
権
力
の
必
要
を
感
じ
、 

自
ら
を
そ
の
推
進
者
と
任
じ
、
財
政
的
犠
牲
は
専
ら
帝
国
f

に

お

、
わ

せ

、

政

：:
'
 

治

的

に

は

下

級

貴

族

等

：の

.上
に
立
ち
指
導
性
を
に
ぎ
ろ
ぅ
と
し
た
の
で
%
|

)

。

さ
ら
に
他
の
矛
盾
は
こ
れ
ら
の
有
力
諸
侯
と
王
権
の
座
に
あ
り
、
専
ら
自
己 

の
権
力
の
搲
大
に.そ
れ
.を
利
用
し
て
い
る
ハ
。フ
ス
ブ
ル
ダ
家
と
の
間
に
存
在
し

(

注
50)

た
。
こ
れ
を
間
接
に
物
語
る
例
が
あ.る
。
.一
四
‘一
一
：
九

年

に

フ

ラ
.
ン
ス
•と
の
戦
争 

の
た
め
の
帝
！
^

 ge
r
n
e
i
n

 p
f
e
l
g

徴
収
承
認
の
際
、
同
盟
成
員
は
シ
.
ュ

っ
：た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ハ
‘
プ
•
ス
ブ
ル
グ
家
の
徒
ら
な
権
力
拡
大
策
に
反
対
し
、

当
面
す
る
現
実
の
危
機
を.の

り

き

り

、
，
領

邦

体

制

と

自

己

の

権

力

の

安

全

を

守

り
通
そ
う
と
い
う
有
力
諸
侯
の
决
意
ぞ
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の

^
力
諸

.

侯
と
ハ
プ
'
ス
ブ
ル
グ
家
の■

は
一
四
九
.五
年
に
ヴ
ォ
ル
ム
ス
の
国
会
で
成
立 

(

注
52)

.

L

、.
奴
後
マ
ク
シ
ミ
リ.ア
ン|

世
の
帝
国
改
革.の
事
業
が
始
る
。
そ
れ
は
永
久 

ラ
ン
'
ト
苹
和
令
の.制
定
、
主
室
裁
判
所
の
帝
室
裁
判
所
へ
の
変
更
、
さ
ら
に
こ 

れ
ら
の
政
策
実
施
の'
た
め
の
帝
国
の
ク
ラ
イ
ス

K
r
e
i
s

へ
の
分
割
と
等
族
的 

構
成
の
帝
国
統
治
院
の
創
設
等
の
内
容
を
も
つ
が
、
こ
れ
は
中
央
集
権
国
家
の 

存
在
し
な
い
現
実
の
ド
イ
ッ
で
は
失
敗
に
終
ら
ざ
る
を
得

^

i
。

で
は
何
故
こ 

.

の
よ
う
な
努
力
が.封
建
支
配
者
の
風
で
行
•わ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
？

.

我
々
；は
こ
こ
で
十
五
世
紀
以
来
の
農
民
を
中
心
と
す
る
反
封
建
闘
争
れ
高
揚
に 

注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
：
0
:
:何

故

な

ら

.
，こ

の

闘

争

こ
そ
あ
の「

皇
帝
ズ
ィ
ギ 

ム
シ
ト
の
改
革」

が
示
し
た
一
般
の
国
民
の
利
益
に
立
っ
た
帝
®
㈱
一
の
方
岗 

を
現
実
的
に
志
向
でき
る
唯
一
.
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あっ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か 

ら
マ
ク
シ
ミ
リ
ブ

.ン
は
彼
の
主
権
拡
張
の
た
め
に
こ
の
国
民
的
高
揚
の
'エ
ネ
ル 

ギー
を
利
用
し
よ
う
と
し
た■の
.で
あ
り
、
西
南
ド
イ
ッ
の
有
力
諸
侯
枕
こ
の
高 

揚
の
.つ
く
り
だ
し
.つ
，つ
あ
っ
た
政
治
的
危
機
を
乗
り
きり
、

封
建
体
制
を
維
持 

.一
す
る
た
め
の
権
力
を
求
め
る
意
味
で
帝
国
改
造
を
口
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
マク
-
ゾ

ミ

リ

ァ

ン

は
大
諸
侯
の
' 一
人
で
.あ
り
衰
退
し
つ
つ 

ぁ

っ

た

主

権

の
.担
い
宇
で
し
か
なV*

:'
西
南
ド
ィ
.ッ
.の

有

力

諸

侯

の

、立

場

は

領
 

邦
林
制
維
持
^
上
の
目
的
を
も
た
食
か
づ
た

か

ら、

^

罾
ま
豸
か

ら
農
員
^

^
 

と
い
ぅ
政
治
的
危
機
の3 1

点
を
き
り
ぬ
け
る
や
、
こ
：れ
ら
の
帝
国
の
改
造
計
画 

そ

の

も

の

：が

挫

折

し

、
，
封

建

ド

ィ

ツ

は

三

十

年

1

を
め
ざ
し
て
既
存
め
政
治 

的
馄
％
の
中
に#
た
；
に

宗

教

的

色

彩

を

^

兄
夕
つ.身

：を

土

ず

め
.て

行

ャ

た.:
0
か 

y
^
v
y
農

民

を

中

心
.と

す

る

反

封

建
_

#
を
.ゆ

じ

め

保

守

的

な

騎

士

.の

.反

.-
?
;
1ま 

で
'を
鎮
圧
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
は
、：
-

I

rィ
ッ
の
封
建
支
酷
者
集
団
の.
 

結
集
体
で
あ
る.：
シ
ユ
ヴ
ァ
へ
ー
ベ
：
ン

同

M
で
あ
，.？
た
こ
之
も
»
柄
の
当
然
の
成
行

.C

注S
)

で
あ
ら
.
.た
0
.:;
.
.
:パ:
'

入
.

…

'
:'-
:

■u
f

農
民
の
.
§
な
抵
抗
は
^
れ

ら

：
の

地

域

の

樹

カ

が

分

散

し

て

；
い

だ

こ 

と
.に

，ょ.っ
.
'て

有

羽

で

：あ

っ

た

.反
面
、
.そ
.の
抵
抗
€>
モ
ネ
ル
ギ
'丨
.は
分̂

支
配
の
： 

下
に
あ
ら
た
た
め
に
逆
に'
^
に̂
^
揮

さ

れ

え

ず

ス

シ

へ

ユ

ヴ

ナ

ー

べ

シ

同

盟

の
 

力
の
結
集
の
ま
え
に
地
方
的
偏
狭
性
さ
え
暴
露
じ
.て

屈

服

の

薆

目

，
を

み

ざ

る

を
 

得

な
力

っ
.^
.0

:ヵ

く

し.^

こ
；
こに
ア
'V

■ク
-サ

シ.ダ
I
 

フ

ォ

シ•

フ
ン
.ボ

ル

'
ト 

や

ァ

ブ

、ゾ

ユ

の

歎

く

ょ

ぅ

.に

農

民

戦

争

の

敗

北

が

ド

ィ

ッ

の

社

会

的

.

.
国

民

的

<
簏

)

.

不
幸
と
な
>
た
の
で
：あ
る°
,
.
'

:

注(

.-I) 
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